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はじめに
我が国と米国は、自由、民主主義、基本的人権、法の支配などの基本的価値を共有
する同盟国です。経済関係においても、日本企業による広範な対米投資は約６,７９０億
ドル(２０２０年)に達しており、２年連続で世界第１位となりました。また、約９７万人（２０
１９年）の米国国内での良質な雇用を生み出し、米国経済の成長や各地域社会にも貢
献してきています。

「グラスルーツからの日米関係強化に関する政府タスクフォース」は、このような経済
面での強固な「協力」を基盤として、日米関係の重要性に対する理解を連邦レベルの議
会及び政府関係者のみならず、米国各地の州・地方議会など政府関係者、さらにはよ
り広く米国の一般国民にも行き届くような形で深めていくため、２０１７年に３回の会合を
開催して行動計画を策定し、事業を立ち上げた後、２０１７年度から４回のフォローアッ
プ会合（２０２０年度はコロナのため実施せず）を実施し、議論を重ねてきました。

引き続き、在外公館のみならず、関係省庁、独立行政法人日本貿易振興機構
（JETRO）及び独立行政法人国際交流基金等の関係団体や、在米日本企業及び日本
経済団体連合会（経団連）等と連携し、米国の国民の中での日本企業の直接投資等を
通じた雇用創出や我が国の文化・伝統に対する関心・理解の裾野を広げながら、日米
両国の緊密な協力関係について、わかりやすく訴えかける草の根レベル（グラスルー
ツ）での活動を強化していくことが重要です。

２０２１年にはバイデン政権が誕生し、日米関係は新たな局面を迎えました。これを踏
まえて、２０２１年には行政事業レヴューを実施するとともに、同年のフォローアップ会合
では行動計画２．０を新たに策定し、更なる交流・協力の強化に向けて取り組んできまし
た。日米が重視する、コロナ対策、気候変動・エネルギー、イノベーション・科学技術と
いった視点に留意しつつ、本取組を通してさらなる日米の連携を促進していくことが重
要と考えています。

また、新型コロナウイルス感染症の影響により、令和３年度も草の根レベルの取組を
実施するには非常に困難な状況が続きましたが、令和２年度から本格的に取り入れた
オンラインを通じた活動を柔軟に活用し、経済・社会活動の再開状況に合わせ、対面と
組み合わせたハイブリッド型のイベントを実施するなど様々な工夫を凝らした案件形成
が行われた一年となったと考えております。この経験は令和４年度以降の案件実施に
おいて、更に活用していきたいと考えています。

本報告書は、このような背景の下、本タスクフォースの方針に基づき、令和３年度に米
国各地において実施した様々な関連の取組をまとめたものです。

実施期間 ：令和３年度
実施件数 ：９７件
のべ参加人数 ：約３５万人
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米国各地における
グラスルーツの取組

令和３年度の米国各地における
グラスルーツの取組

※オンライン事業は、地図で示された地域に限らず同地域を越えた訴求がなされている事が多い。

青：オンライン事業
赤：対面事業（※一部、対面事業を組み合わせ
たハイブリッド形式を含む）
緑：その他（寄稿等）
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 オンラインにて、アラバマ大学バーミングハム校の
学生と在アトランタ総領事館公邸料理人をつなぎ、
皆で一緒に桜餅を作るデモンストレーションのワー
クショップを行った。

 材料やレシピは事前に参加者に送付し、当日は画
面上にて公邸料理人の様子を見ながら各自が作れ
るように工夫した。

 時折、領事館職員や公邸料理人の解説や豆知識も
入れ説明した。また、参加者はリアルタイムでチャッ
ト機能で質問を入力し、それを見てすぐに答えられ
るような体制で実施した。

 実施日時：2021年4月20日（火）
 実施場所：Zoom （オンライン）
 関係機関：アラバマ大学バーミングハム校
 訴求対象・参加者数：学生、現地の日本食、日本文

化に関心のある層。約50名参加。
 YouTube視聴回数：75回（2022年6月24日時点）

 リンク：https://www.youtube.com/watch?v=uVkeMJILylE

日時等

概要

効果

 公邸料理人のワークショップを対面で行おうとする
場合、スペースの問題等もあり数人規模の開催が
考えられるが、オンラインで行ったことにより人数制
限を設けることなく開催することができた。また、
ワークショップの様子は後日YouＴubeで動画配信し、
日本食や和菓子に関心のある方は誰でも自由に閲
覧できるようにした。在アトランタ総領事館で行って
いるSNSでも動画を共有し、一般にも広く展開され
た。和食を通じて日本をより身近に感じていただけ
るイベントを実施することができた。

反響など）

桜餅ワークショップ

【アトランタ総領事館】
1

公邸料理人の源川氏

（注）本事業はグラスルーツからの日米経済強化プロジェクト予算による事業ではないが、案件の趣旨・目的はグラスルーツに合致するもの。

https:///
http://www.youtube.com/watch?v=uVkeMJILylE


JBusinessフォーラム 2021

【アトランタ総領事館】

 日本語を学んでおり、日本企業での就職を
希望している学生を対象とし、米国にある
日本企業からスピーカーを呼んで講演して
もらい、後輩にアドバイスをしてもらう機会と
した。また数人の学生もプレゼンターとして
自身が考えるプロジェクトを発表する場とし
た。

 オンラインで行ったため、開催場所だけでな
く西海岸やハワイなど全米を対象とした。

 日本企業や日本関連企業にも呼びかけ、
企業にとって有益な人材雇用促進につな
がる機会とした。

 イベントのテーマは「日本における多様性と
受容性について」であり、働き方やその文
化背景を学んだ。

 実施日時：2021年11月12日（金）
 実施場所：Zoom （オンライン）
 関係機関：ノースカロライナ大学シャーロット校、

ノースカロライナ日米協会
 訴求対象・参加者数：日本語を学習する学生。

約130名参加。

 リンク：https://languages.uncc.edu/JBusiness

日時等

概要

効果

 日本語を学んでいる学生にとって、日本企
業等で働いている人の話を聞く機会は刺激
となり、より上級レベルの日本語クラスを受
講したり、日本関連企業への就職を目指す
きっかけを作ることができた。

2

ゲストスピーカー
リスト

１．Kate Norwine
(MUFG Union Bank))
２．Hiroki Horiuchi

(Tokyo Gas America)
３．Detlef Dohmen

(Asahi Kasei)

（注）本事業はグラスルーツからの日米経済強化プロジェクト予算による事業ではないが、案件の趣旨・目的はグラスルーツに合致するもの。

https://languages.uncc.edu/JBusiness


 実施日時：2021年6月25日（金）
 実施場所：オンライン形式（Ｚoom配信）
 訴求対象：日米の研究者、政府関係者、製薬

企業等
 開催規模：約130人

3

日時等

概要

効果

 日米のがん研究における協力強化を目的に、NIH
（アメリカ国立衛生研究所）・AMED（日本医療研究

開発機構）の協力の下、「がんと感染症」をテーマに、
日米の著名ながん研究者より、最先端の研究内容、
研究資金、研究キャリア等に関する講演及び視聴
者参加型のグループディスカッションを行った。

 Yelena Janjigian博士（胃がん研究者）、峰宗太郎博
士（ウイルス学、免疫学研究者）、満屋裕明博士（ウ
イルス学者、HIV治療薬の開発者）、上野直人博士
（乳がん研究者）、Elad Sharon博士（がん、感染症、
免疫学研究者）、Sakai Shunsuke博士（ウイルス学、
免疫学研究者）、William Timmer博士（免疫学研究
者）を招き、各研究者の専門分野を中心に、講演・
ディスカッションを実施。

日米共同研究事業「がんと感染症」
【在米国日本大使館】

3

 参加者からは「最高のがん研究イベントの一つ」、
「各トピックが非常に興味深かった」、「日本からアク
セスできるのがありがたかった」、「グループディス
カッションが有益だった」といった意見があげられた
ほか、イベントのアンケート結果ではイベント全体の
満足度について、「満足」「おおむね満足」の合計が
９割以上、今後同様のイベントへの参加希望も多く
寄せられた。

 本イベント内容は、講師陣と連名で、米国の医学誌
「World Journal of Oncology」に論文として掲載され
た。（2021.12）

 日米のがん研究における協力促進に資するイベン
トとなった。

イベントフライヤー

満屋裕明博士

Yelena Janjigian博士

峰宗太郎博士

Elad Sharon博士

Sakai Shunsuke博士

William Timmer博士



 実施日時：2021年9月19日（日）
 実施場所：ワシントンDCコンベンションセンター
 訴求対象：シェフなどのレストラン関係者や、ディスト

リビューターなど、フードインダストリー関係者
 開催規模：1,800人

4

日時等

概要

効果

 新型コロナウィルスの関係で、2020年はオンライン
で開催されたが、2021年は1年ぶりにコンベンション
センターでインパーソンでのレストラン協会主催イベ
ントが開催された。

 イベント内のアワードでは、ワシントンDCのベストレ
ストランやバーなどが表彰されるとともに、DC市長
が出席して祝辞を述べるなど、現地の食関係イベン
トでは最大規模のもの。

 日本大使館もブース出展を行い、東日本大震災発
生から10年の節目として、被災地からのビデオメッ
セージを放映するとともに、岩手の和牛、宮城の銀
ザケ、福島の日本酒などを提供。

 ブースで提供された銀ザケや日本米（ササニシキ）
については、現地販売業者における取り扱いにつ
ながった。

 他の大使館もブースを出していたが、日本大使館
のブースは用意した1,500貫がイベントの半分に満
たない時間ですべてなくなるなど好評を博した。

 アワードの様子は、NHK（BS）でも放映。
 主催者であるレストラン協会からも、日本のブース

は著しく好評であった旨レターが送付されるなど、コ
ロナにより苦境となっているワシントンDCのレストラ
ン業界との草の根の関係強化に寄与する事業と
なった。

レストラン協会と連携した日本食プロモーション
【在米国日本大使館】

4

当日の様子①

当日の様子②

当日の様子③

当日の様子④

提供された銀ザケ

提供された日本米



 実施日時：2021年10月４日（月）
 実施場所：ワシントンDC、オンライン
 訴求対象：米国政府関係者、ワシントンDCのシェフ、

レストラン関係者等
 実施規模：60名（レセプション参加者）

5

動画・SNSを用いた日本産米プロモーション
【在米国日本大使館】

日時等

概要

効果

 震災復興レセプション：大使公邸においてトモダチ
作戦関係者などを招待し、被災地の食材の提供と、
ルース元駐日大使などによるパネルディスカッショ
ン、3県知事や生産者からのお礼のビデオメッセー
ジなどを放映し、震災復興へのお礼と合わせた食
のプロモーションを実施（60名参加、動画再生回数
約900回）。

 日本産米プロモーション：現地のハイエンドシェフに
よる日本産米に適した料理を紹介するコンテンツを
作成し、現地シェフ等に訴求。併せて現地シェフ・マ
スメディア等を招待したディナーイベントを開催し、
コンテンツ内の料理を提供して日本産米の普及・啓
蒙を図った。

 食専門メディアの開設：米国レストラン関係者を対
象に日本産食材の魅力を訴求するウェブサイト
（Premium Japanese Ingredients）及びInstagramを
立ち上げ、日本産食材取扱業者の紹介、ビデオ等
を通じて日本産農林水産品の普及・啓蒙を行った。

 震災復興レセプションは米日協会のSNSなどを通じ
て、米国内に幅広く発信されたほか、TVや新聞など、
複数のメディアでも取り上げられた。

 共同通信（日英）、Washington Citypaper（地元タウ
ン誌）に取り上げられたほか、日本産米ビデオ再生
回数は3か月で5,000回以上となるなど、日本産米の
普及に大きな効果を得た。

レセプションの様子

日本産米プロモーション
の様子①

日本産米プロモーション
の様子②

紹介した食材

開設したHP

報道の様子①

報道の様子②

５



 実施日時：2021年10月7日（木）
 実施場所：ワシントンＤＣ（オンライン）
 訴求対象：米、日、豪を含む全世界
 開催規模：当日はリアルタイムで数百人が視聴し、事

後的に1,800 回以上YouTubeで再生

6

日時等

概要

効果

 CSISのジョナサン・ヒルマン・シニアフェローがモデ
レーターとなり、豪州外務貿易省第一次官補、米国
国際開発金融公社CEO、OECD金融企業局長そして
日本外務省が、インド太平洋地域における三か国イ
ンフラ協力に関し議論し、パラオの海底ケーブル等具
体的な協力案件について発信。

 地域の安定した発展のため、質の高いインフラ投資
に関するG20原則、ブルードット・ネットワーク等に触
れつつ、受益国の声を吸い上げ、プロジェクトに柔軟
性を持たせながら日米豪の協力を進めていくことの
必要性を議論。

 バイデン政権発足後、政策面での議論に焦点が当
たっていたところ、日本企業が尽力した海底ケーブル
事業等、民間企業と連携したより具体的なプロジェク
トや日米豪の協力のあり方について議論し、発信す
ることができた。

 また、日米豪印における連携や一帯一路との比較等、
戦略的観点からの議論もなされ、発信効果の高いセ
ミナーとなった。

 多くの視聴があったことに加え、Financial Review紙に
も、本イベントの内容に関し、”What Australia is doing 
to counter China’s digital ambitions”と題して、三か
国の協力や日本の民間企業の貢献について紹介さ
れた。

Allied Infrastructure Strategy in the Indo-Pacific

【在米国日本大使館】
６

ヒルマン
CSISシニアフェロー

チティック
豪州外務貿易省

第一次官補

ケインOECD
金融企業局長

マーチック
米国際開発金融公社

CEO 



 実施日時：2021年10月10日（日）
 実施場所：メリーランド州ハワード郡コロンビア地

区
 訴求対象：ハワード郡在住の米国人
 開催規模：300人（COVID対策のため、事前予約

制とし、入場者を最大300人に制限。）

7

日時等

概要

効果

●アンケート結果では、74.7%の参加者が「大変満
足した」、 24.2% が「満足した」と回答。さらに、この
イベント参加後、日本への好感度が高まったかと
いう質問には、「大変高まった」が87.4%、「高まっ
た」が10.5%となり、合計97.9%の参加者が肯定的な
反応を示した。
●初めて大使館の事業に参加したとの回答は
86.3％となり、これまでリーチアウトできなかった層
へのアプローチが実現した。
●本イベントをきっかけに、地域ビジネスの活性化
を目指すワーキンググループ（州上院議員が議
長）へ日系企業が初めて招待された。

）

Japan Day “Fall Festival”
【在米国日本大使館】

７

●メリーランド州・神奈川県の姉妹州協定締結
から40周年を記念し、両地域の交流事業を実施。

●メリーランド州商務省関係者やハワード郡長
事務所関係者らが出席する等地元行政との関
係深化の場ともなった。
●日系企業による日本食の紹介・販売の他、生
け花、茶道の体験型デモンストレーション、空手、
剣道、日系バレエ団によるパフォーマンス等を対
面で実施。

●メリーランド州ハワード郡は、近年、中国・韓国
からの移民が多く、日本文化への馴染みが薄い
中、ハワード郡の居住者が日本食や日本文化に
触れる機会ともなった。

フライヤー

当日の様子①

当日の様子②

参加者の投稿



 実施日時：2021年12月～2022年3月

 関係機関：全米日米協会連合(NAJAS)、各地日米
協会

 訴求対象：各地有力者・若年層を含む一般参加者。

 開催規模：各イベントにつき40～1,000名程度
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日時等

概要

効果

 全米各地の１１地域で、各地域の特色や関心にあ
わせたトピックをテーマに、日米関係に関する広報
文化プログラムを各地日米協会等が主催で実施。

① 各日米協会主催の広報文化プログラム

② 日米交流プログラムが少ない地域でのプログラム
3/26 マイアミでの日米協会立ち上げに意欲を有する有志25名が意見交換

 2021年4月の日米首脳会談で立ち上げた「日米競

争力・強靱性（コア）パートナーシップ」において日米
共通の優先分野として取り上げられたデジタル、サ
プライチェーン、エネルギー等の日米の取組を草の
根レベルで米国各地に発信する取組となった。

 ほぼ全てオンラインでの実施となった２０２０年度か
ら、２０２１年度は半数が対面に戻り、日米草の根交
流の貴重な機会となった。また、各地の日系企業、
商工会議所、市政府ビジネス担当が招待されるな
ど工夫が凝らされ、日米ビジネス交流を深める機会
となった。

 参加した米ビジネス関係者からは登壇したパネリス
トらを高く評価する声があった他、各地有力者や若
年層等が、日本について新しく学ぶ機会となった。
また、各地のJET同窓生等の日本に親しみを持って
いる層に、更に理解を深めてもらう機会となった。

写真②

（概要に関連し
た写真。当日
の様子など）

【在米国日本大使館】
８

“Japan Currents” NAJASによる各地日米プログラム支援

12/3 テネシー日米協会
1/18   ＤＣ日米協会
2/24   ワシントン日米協会
3/2 北カリフォルニア日米協会
3/7 コロラド日米協会
3/9     ダラス・フォートワース日米協会
3/14   オレゴン日米協会
3/16   ハワイ日米協会
3/17   シカゴ日米協会
3/22   ヒューストン日米協会

女性活躍
日米関係
女性活躍
デジタル経済
日米経済
サプライチェーン
女性活躍
日米関係
日米関係
エネルギー

75名
1,173名（オンライン）
35名（オンライン）
231名
82名
72名
63名（オンライン）
60名
43名（オンライン）
60名（オンライン）

テネシー日米協会

DC日米協会

ダラス・フォートワース
協会①

ダラス・フォートワース
協会②

ハワイ日米協会



 実施日時：2022年1月12日～2月18日（全6回・各回
75分

 実施場所：オンライン形式（Zoom）
 訴求対象：貿易関連業務に従事する日本人女性

ゲストスピーカー

Building Trade Ties with Japan’s Emerging Female Leaders
【在米国日本大使館】

日時等

概要

効果

 テーマ：通商交渉に必要なスキルと、交渉関係セク
ター（民間企業、議会、メディア）とより効果的な連
携をはかるための方法を学ぶ。

 態様：ウェンディ・カトラー・アジア・ソサエティ政策研
究所副所長（元米国次席通商代表代行、元TPP米
国日本担当交渉官）がモデレーターとなり、同氏や
ゲストスピーカーが講演し、参加者と質疑応答。

 元通商代表部（USTR）職員や元通商担当議会補
佐官（現在は、民間企業、法律事務所、大学、シン
クタンク等で活躍）、国務省職員、通商担当記者等
が、各自のキャリアと経験を踏まえて、貿易関連業
務に従事する際の留意点やキャリアパスについて
講義。特別ゲストとして、ラーム・エマニュエル駐日
米国大使が、シカゴ市長の経験を踏まえて講義。
活発な意見交換が行われ、参加者のエンパワメン
トがはかられた。

 事業実施後にアジア・ソサエティのウェブサイトに本プ
ロ グ ラ ム の 記 事 を 掲 載 （ https://asiasociety.org/policy-
institute/2022-japans-emerging-female-trade-leaders-
program）。

 ラーム・エマニュエル駐日大使がツイートし、日本語・
英語合わせて456いいね、67リツイートの反響があった
（ https://twitter.com/USAmbJapan/status/1494564724297682

963?s=20&t=tBHooWb7i7KQPcJSXvv5qQ） （3月31日時点） 。
 事業後アンケートでは、回答者10人中4人が期待を上

回る内容、 6人が期待どおりの内容と評価。同10名中9
名が各回で扱うテーマ選定のバランスが良かったと回
答、1名がより貿易に特化した内容を希望。実施後、カ
トラー氏は、参加者の積極的な姿勢に感銘を受けた、
ゲスト・スピーカーからも同様の反応があり、結果に手
応えを感じていると評価。

エマニュエル駐日大使の
ツイート

カトラー副所長

9

https://asiasociety.org/policy-institute/2022-japans-emerging-female-trade-leaders-program
https://twitter.com/USAmbJapan/status/1494564724297682963?s=20&t=tBHooWb7i7KQPcJSXvv5qQ


 実施日時：2022年2月4日～3月31日
 実施場所：オンライン
 訴求対象：米国一般市民
 開催規模：5,000名（HP・SNS等でのリーチ数）

10

日時等

概要

効果

 昨年に引き続き令和２年度に作成した琉球泡盛
を中心に沖縄PRを目的とした、Awamoritimesの
ホームページやFacebook、Instagram等のSNSを
活用し、泡盛などの米国における認知度向上に
向けたプロモーションを実施。

 令和３年度は、既に米国で高い知名度を誇るメ
キシコのメスカルと連携し、その共通点や違いに
フォーカスをしたビデオやホームページを作成。

 メスカルのバーとして全米でも有数の人気を誇
るボルティモアの「Clavel」と連携して、新たにカ
クテルレシピを考案。

 ホームページやSNSアカウント、Youtubeの動画
配信に対して合計約5,000のアクセスや視聴数
があるなど、沖縄復帰50周年のタイミングを前に
多くの米国市民に対して沖縄産品の魅力を発信。

 JETROが実施したClavelにおけるテイスティング
イベントとも連携して情報発信を行うことで、効果
的なPRを実現。その結果、複数のボルティモア
のバーにおいて、泡盛の新規の提供開始につ
ながった。

 メキシコのメスカル協会ともネットワークが形成さ
れるなど、米国における蒸留酒関係者との協力
強化にも寄与している。

米国における琉球泡盛を中心とした沖縄PR事業
【在米国日本大使館】

イベントフライヤー

PR動画①

PR動画②

Clavelとの連携

SNS発信の様子

10



11

日時等

概要

効果

 実施日時：2022年2月11日（金）
 実施場所：海兵隊大学（バージニア州クワンティコ）
 訴求対象：海兵隊大学関係者（在日米軍経験者、

学生を含む）、地元在住の在日米軍経験者、退役
軍人

 開催規模：約80名（対面参加）、オンライン配信

写真②

（概要に関連し
た写真。当日
の様子など）

写真⑦

（効果に関連し
た写真。SNS反
響など）

在日米軍経験者とのネットワーク構築・強化事業

【在米国日本大使館】

写真④

（概要に関連し
た写真。当日
の様子など）

11

 在日米軍経験者の多い地域コミュニティに対して、
日米関係及び協力に関する講演等を通じて、ネット
ワーク構築の機会とし、強固な日米同盟及び経済
面を含む草の根レベルでの相互理解促進の基盤を
提供するもの。

 日本勤務者の多い海兵隊の内部教育を司るクワン
ティコに所在する海兵隊大学において、笹川平和財
団USAが海兵隊と協力して実施した。

 海兵隊大学校長及び在米国日本大使館防衛駐在
官による講演に加え、パネルディスカッションを実施
し、インド太平洋地域における日米関係、安全保障
問題について議論した。経済安全保障の観点から、
サプライチェーンを過度に特定の国に依存すること
は安全保障上の脅威となり得ることを議論。

 クワンティコでの初めての実施となり、海兵隊大学
の全面協力により、課程によっては本イベントを課
目の一部として設定したり、オンライン参加の便宜を
図るなどの配慮を得て、海兵隊大学に所在する多
数の米軍・留学生が参加した。軍事面のみを見るの
ではなく、経済面を含めた安全保障を総合的に考察
する必要があるとの多数の意見があり、経済を含め
た安全保障の重要性について日米間の認識の共有
ができた。

 対面開催によるネットワーク構築・強化につながり、
コロナ禍においても状況を注視しつつ、対面での開
催の重要性が改めて認識された。

 大使館SNSにより発信を行ったところ、リツイートを
含め平均の数倍である約120「いいね」の反響が
あった。

イベントフライヤー

当日の様子①

当日の様子②

当日の様子③

当日の様子④

SNS発信



 実施日時：2021年10月～2022年3月
 実施場所：オンライン（日本アラスカ姉妹都市（8

組））
 訴求対象：日本アラスカ姉妹都市住民（一般・学生）

 開催規模：約80名（応募者31名、審査員18名、プロモーション支

援著名人4名、その他行事促進支援の姉妹都市関係者30名）
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日時等

概要

効果

 日アラスカの姉妹都市地域に居住する市民を対
象に、姉妹都市関係をテーマとしたフォト・エッセ
イ・キャンペーンを実施。2021年1月に設立した

「日アラスカ姉妹都市フォーラム」を活用しつつ
本行事を実施。

 2021年10月～2022年3月の募集期間中、在アラ

スカ著名人（州・市議会議員、大学教授等）に模
範作品を作成してもらいホームページ等に掲載
し、応募を促進。

 在アンカレジ領事事務所から日アラスカ交流に
携わる市民にキャンペーン広報を依頼。

 合計31作品の応募が得られた（一般18作品、学
生13作品）。

 アンケートでは、二国間関係や地球規模課題の
ほか、科学技術等のイベントを期待する意見も
寄せられ、将来の日アラスカ関係を担う学生や
アラスカ州民の日米経済関係への関心を高め
ることができた。

 審査員からも「感動的作品が多かった」「今後の
交流への意欲が湧いた」との好意的な意見が多
数寄せられた。

 著名人による作品及び入賞作品を集めた作品
集ブックレットを作成の上、姉妹都市関係者に配
布し、今後のさらなる交流促進に役立てた。

日アラスカ姉妹都市・フォト・エッセイ・キャンペーン

【アンカレジ領事事務所】
12

イベントフライヤー①

イベントフライヤー②

応募作品

審査会の様子

受賞作品



 実施日時：2021年12月10日（金）
 実施場所：オンライン
 訴求対象：日本アラスカ姉妹都市学生（高校生・大学生）

 開催規模：83名（学生５５、オブザーバー１６、通訳８、事務所職員４）

13

日時等

概要

効果

日アラスカの姉妹都市に居住する学生が参加し、
両地域の姉妹都市交流の促進について議論。出
席者学生の意見を反映した決議文書を作成し、
決議文書は2021年に設立した日アラスカ姉妹都
市フォーラムの活動に反映させる予定。

在アンカレジ領事事務所作成の議題案を基に、
出席する学生が逐次通訳を介してそれぞれのコ
メントを発表した。

本会議と平行してブレークアウト・ルームで「意見
交換セッション」を実施し、「姉妹都市青年フォー
ラム」の設置を決定。

討議セッションでは各議題につき、学生から姉妹
都市交流促進の前向きな提案が出された。今後
実施希望の行事・プログラムに関する議題では創
造性に富んだ交流行事・プログラムが数多く提案
された。また、環境問題、家族、人種、精神衛生
等に関して、社会の様々な問題に関する若者の
主張が述べられるなど、両地域の学生にとって貴
重な国際会議参加の経験となった。

アンケートでは、二国間関係や地球規模課題の
ほか、経済協力や科学技術といったイベントを期
待する意見も寄せられ、将来の日アラスカ関係を
担う学生らの日米経済関係への関心を高めるこ
とができた。

日アラスカ姉妹都市・国際青年オンライン会議

【アンカレジ領事事務所】
13

イベント
フライヤー

決議文書

会議の様子

参加学生の様子①

参加学生の様子②

参加学生の様子③



 実施日時：2021年5月14日（金）、10月22日（金）
 実施場所：オンライン形式（日本及びカリフォルニア州内

の姉妹都市関係者等に周知）
 訴求対象：カリフォルニア州内に所在する日本との姉妹

都市関係者等（市政府及び姉妹都市協会等）
 開催規模：それぞれ約200名

日時等

概要

効果

 カリフォルニア州における日本との姉妹都市活動の活
性化を目的として関係者間の連携を企図する非営利法
人「日・カリフォルニア姉妹都市ネットワーク」とサンフラ
ンシスコ総領事館及びロサンゼルス総領事館の共催に
より、オンラインによるワークショップイベントを開催。

 5月のイベントでは、サンディエゴ市−横浜市の姉妹都
市交流に焦点を当てたことから、カリフォルニア州上院
のトニ・アトキンス仮議長からビデオメッセージの提供を
受けた。

 10月のイベントでは、経済交流に焦点を置き、クレセント
シティ市・デルノルデ郡及び陸前高田市により姉妹都市
交流から発展した経済的コラボレーション（両市の交流
のストーリー（東日本大震災に伴う津波により陸前高田
市から流された実習船（かもめ号）がクレセントシティに
流れ着いたことを契機に交流開始）を基にしたビールの
商品化や陸前高田市の塩を用いたチーズの商品化）の
好事例が共有された。

 日頃個別に活動している姉妹都市関係者に対してネッ
トワーキング及びディスカッションの機会を提供したこと
により、参加者が多くの共通課題を抱えていることが共
有され、今後の姉妹都市間の横の連携に向けた機運
が一層醸成された。

 また、元JET参加者からも多くの参加登録があったほか、
カリフォルニア州内にとどまらず日本からも21の自治体
から参加登録があるなど、回を重ねるごとにコミュニティ
に広がりができている。

 本イベントを軸として「日・カリフォルニア姉妹都市ネット
ワーク」の活動が展開されることにより、カリフォルニア
州における日本との姉妹都市活動がより活発となれば、
草の根の日米関係の強化に繋がっていくと考えられる。

日・カリフォルニア姉妹都市ネットワークイベントの開催

【サンフランシスコ総領事館】
14

トニ・アトキンス仮議長からの
ビデオメッセージ

（注）本事業はグラスルーツからの日米経済強化プロジェクト予算による事業ではないが、案件の趣旨・目的はグラスルーツに合致するもの。

ブレークアウトセッション
の模様

３者共催により開催



北カリフォルニア・ジャパンソサエティとスタンフォード大学共催による「日米イ

ノベーションアワードシンポジウム」の開催 【サンフランシスコ総領事館】

 実施日時：2021年7月8、13、15日
 実施場所：Zoomオンライン会議
 関係機関：北カリフォルニア・ジャパンソサエティ、

スタンフォード大学米国アジア技術経営研究セン
ター、サンフランシスコ総領事館

 訴求対象：シリコンバレー及び日本のスタートアッ
プ企業関係者、投資家、産学交流関係者、大学関
係者等

 開催規模：7月8日144名、7月15日133名

日時等

概要

効果

 優れた日米のスタートアップ企業を選出・表彰する
ことで、両国のイノベーション活動活性化やビジネス
発展の促進に加え、米国市場進出をねらう日本発
スタートアップ企業の事業内容をシリコンバレーの
ビジネス関係者にプレゼンし、シリコンバレー有力
者とのネットワーキングの機会を創出した。

 スタートアップ関係者、産学交流関係者、大学関係
者などが参加し、日本発スタートアップがそれぞれ
の事業内容を通じ注目され、日本のプレゼンスを示
す好機となった。

司会進行のスタンフォード大学
リチャード・ダッシャー所長

イベントで挨拶する前田総領事

当日のシンポジウムの様子

Innovation Showcaseに選出さ
れた日本発スタートアップ5社

Emerging Leaderとして
表彰された2社

 日米間の相互理解を深めることを目的とした非営利
組織である北カリフォルニア・ジャパンソサエティとス
タンフォード大学の共催で、破壊的イノベーションを
起こすスタートアップを取り上げるイノベーションア
ワードシンポジウムを開催した。

 日本と米国のスタートアップ企業から相互の市場に
インパクトを与え活躍した各1社（日本：衛星軌道上
のスペースデブリ（宇宙ごみ）除去サービスを手掛
けるAstroscale社、米国：ヘルスケア・遺伝子テクノ
ロジーを手掛けるColor社）が選出された。

 また、日本発で米国進出を目指すスタートアップ企
業5社（駐車場予約アプリを提供するakippa社、多言
語チャットボットを提供するBespoke社、微生物のシ
ングルセルゲノム解析技術を開発するbitBiome社、
高度なAI解析を利用したIoTシステムを構築するプ
ラットフォームを開発するIdein社、ミトコンドリア製剤
を開発するLUCA Science社）によるプレゼンと質疑
応答が行われた。
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 実施日時：2021年8月4日（水）
 実施場所：オンライン開催
 訴求対象：一般市民、日本に関心がある一般市

民、日本語学習者他
 開催規模：230名

日時等

概要

効果

 新型コロナウイルス感染症の影響で祭りなどの
大型イベントの中止が続く中、日本の魅力と伝統
文化を発信。

 前半は、マイケル・ディラン・カリフォルニア大学
デービス校東亜言語文化学部長が、祭りの歴史
や地域毎の特色等についてレクチャーを行った。

 後半は、JETプログラム経験者や北加桜祭り実
行委員が自身が参加した祭りの紹介や体験談、
海外での祭りの継承についてのプレゼンと質疑
応答を行った。

 冒頭では、JET経験者でもあるエレン・カメイ市長
(マウンテンビュー市)、グレッグ・タナカ市議(パロ
アルト市)からの挨拶があった。

 参加者から、日本の文化・歴史・地方の魅力に対
する関心が高まった、日本に行きたくなった、祭り
に参加したいなどのコメントが多数寄せられ、日
本文化の理解の深化や訪日に対する関心が高
まった。

 大学や日加姉妹都市協会等がウェブサイト等の
広報媒体で、本事業を掲載し、SNSのフォロワー
数、リツイートやシェアが従来の数字を大幅に超
え、幅広い層に発信できた。

 カメイ市長によるリツイートもあり、日カリフォルニ
ア関係強化の一助となった。

What Makes a Matsuri?: Exploring the Festivals of Japan

日本の祭りに関するウェビナー 【サンフランシスコ総領事館】
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エレン・カメイ市長

質疑応答の様子

グレッグ・タナカ市議

（注）本事業はグラスルーツからの日米経済強化プロジェクト予算による事業ではないが、案件の趣旨・目的はグラスルーツに合致するもの。



 実施日時：2021年9月1日（水）
 実施場所：オンライン形式（訴求対象を中心とした

招待制。Zoom Meetingで実施。）
 訴求対象：カリフォルニア州政府及び州内自治体の

公選職、防災実務者、コミュニティ代表者等
 開催規模：88人

日時等

概要

効果

 国内外で長年震災対応に携わり、国際経験も豊富
な西川智・名古屋大学防災連携研究センター教授
を講師として、日本とカリフォルニア州にとって共通
の重要課題である大規模地震への防災・減災につ
いて講演会を実施。

 講師は、写真やイラストを用いながら、日本におけ
る震災の歴史や教訓について、ユーモアを交えな
がら分かりやすく説明し、参加者からは質問が相次
いだ。

 同月19日には、カリフォルニア州政府内で防災・減
災を所管する知事緊急対策室による講師へのイン
タビューの模様がポッドキャスト“All Hazards”で放
送された。同日以降も、同室ホームページ上や
iTunes、Google Play、Spotify等で聴くことが可能。

 カリフォルニア州政府からクナラカス副知事がビデ
オメッセージを寄せた他、同州知事緊急対策室のネ
ジュラ副室長がコメント・質問し、日本と同州の親密
な関係を印象づけることができた。

 参加者からは「日本の地震の歴史と防災・減災に関
する情報満載の非常に優れたプレゼンであった」、
「プログラムは良く練られたものであり、開催に感謝
する」等のポジティブなコメントが得られた。

 総領事館主催の講演会に加えて同州政府側のメ
ディアでも講師のインタビューが放映されたことで、
防災・減災分野における日本と同州の間での協力
関係構築の新たな契機となった。

大規模地震への防災・減災ウェビナー

【サンフランシスコ総領事館】
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西川教授

クナラカス副知事

（注）本事業はグラスルーツからの日米経済強化プロジェクト予算による事業ではないが、案件の趣旨・目的はグラスルーツに合致するもの。

ネジュラ副室長



 実施日時：2021年10月23日（土）
 実施場所：ネバダ州ヘンダーソン市
 訴求対象：日本産酒類に興味のある一般消費者
 開催規模：約150名（秋祭り全体では約10,000名）

18

日時等

概要

効果

 ネバダ州において最大の日本文化発信の場である
ネバダ秋祭りにおいて、清酒、焼酎や泡盛といった
日本産酒類をPRするため、同祭りの会場に酒類の
テイスティングエリア（酒パビリオン）を設置。

 会場には関係業者の協力も得て、40種類以上の酒
類を用意。参加者は、それらをテイスティングすると
ともに、それぞれの銘柄の特徴や楽しみ方につい
てレクチャーを受けたほか、来場者同士でそれぞれ
の好みについてディスカッションするなど楽しんだ。

 また、日本酒造組合中央会の協力も得て、清酒に
関する英語パンフレットを配布。清酒に関する文化
的な側面も含め、基本的な知識を紹介した。

ラスベガスの日系情報紙「ラスベガス・ジャパンタイ
ムズ」に酒パビリオンの様子が掲載。また、日本酒
のWEBメディア「SAKE TIMES」にも関連記事が掲載
予定。

当日の参加者からは「様々なお酒をテイスティング
して、自分の好みを知ることができた」、「焼酎を初
めて飲んだが、とても美味しかった」といった好意的
な声が聞かれた。同イベントで実施したアンケートで
は、回答者全員が今回の催しに大変満足もしくは満
足したと回答。

また、酒パビリオンの設置に協力したラスベガスを
拠点とする卸売業者に、カリフォルニア州の清酒販
売業者を紹介することで、本イベントに参加すること
となったほか、今後、卸売業者が取り扱いを進める
べく調整が始まるなど販路が広がり、新たなビジネ
スを創出する契機となった。

写真①

（日時等に関
連した写真。
事前告知フラ
イヤーなど）

写真②

（概要に関連し
た写真。当日
の様子など）

日本産酒類普及事業（ネバダ州秋祭りにおける酒パビリオンの設置）
【サンフランシスコ総領事館】
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 実施日時：2021年11月12日〜12月5日の金曜〜日曜日
 実施場所：サンフランシスコ日本町ジャパンセンターモ−

ル内
 訴求対象：サンフランシスコ・ベイエリア在住者
 開催規模：来店者約6,000名（1日平均約600名）

日時等

概要

効果

 新型コロナウイルス感染症とそれに対するカリフォルニ
ア州の自宅待機令（2020年3月〜）の結果、経済的に大
きなダメージを受けたサンフランシスコ日本町を活性化
させるため、「海外在留邦人・日系人の生活・ビジネス
基 盤 強 化 事 業 」 を 活 用 し た 「 Japantenna Holiday
Shopping Campaign」の一環として、都道府県のアンテ
ナショップ開催を企図する非営利法人「Japantenna」に
よる鹿児島県物産展を中心とした活性化イベントを支
援。

 日本町内の複数企業が協力したクロス・マーケティング
の実施等により、モール内の訪問客の回遊性の向上に
も貢献。

 レセプションにサンフランシスコ市議会議員や日系コ
ミュニティのリーダーが多数出席したほか、リボンカッ
ティングイベントにはロンドン・ブリード・サンフランシス
コ市長等も参加。

 多数の来店者（約6000名）により、イベント期間中のサ
ンフランシスコ日本町の活性化に貢献。また、複数の日
系コミュニティが組織を超えて連携する素地をつくった。

 来店者の多くが鹿児島県を知らなかったことから、鹿児
島県の魅力的な文化・特産品・観光資源を発信し、認知
度向上につなげることができた。今後の日本の都道府
県の魅力発信の継続的な実施に対する機運を醸成す
る機会となった。

 サンフランシスコ市長・市議及びサンフランシスコ日系コ
ミュニティのリーダー等の日本の地方の魅力を紹介する
契機となった。

「Japantenna」を中心とした日本町活性化事業

【サンフランシスコ総領事館】
19

リボンカッティングイベント

（注）本事業はグラスルーツからの日米経済強化プロジェクト予算による事業ではないが、案件の趣旨・目的はグラスルーツに合致するもの。

店内の様子



 実施日時：2021年11月30日（火）
 実施場所：オンライン開催
 訴求対象：日本語学習者（高校・大学生）
 開催規模：270人

日時等

概要

効果

My Nihongo, My Career: Professional Opportunities with Japanese 
Language 日本語学習者対象ウェビナー 【サンフランシスコ総領事館】

 日本語を外国語として習得し、ゲーム、マンガ、メ
ディア、教育等様々な分野での経験を持つ3名が、
日本語学習のきっかけ、訪日経験、日本語運用能
力を活かしたキャリアパス等について講演した。

 カリフォルニア日本語教師会や大学、高校を通じ
て広報し、様々な日本語レベルの学習者が参加し、
質疑応答では多くの質問が寄せられた。

 参加者の想像を超える様々なキャリアパスが紹介
されたことで、日本語能力と他の専門分野と組み
合わせて付加価値を見いだす必要性に気がつい
た、資格取得以上に実践的な日本語の習得が大
切であることが分かったなどのコメントがあり、日
本語学習の継続及び向上への意欲の増進につ
ながる事業であった。同様の事業開催を期待する
声も寄せられた。

 プレゼンターが、JETプログラム経験者や元国費
外国人留学生で、それぞれのプログラムの紹介
や、継続した関係の強化にもつながった。

 オンラインでの実施により、より広いエリアからの
参加があった。

 SNSでは、通常の投稿の倍以上の反応やフォロ
ワー数の増加があった。

（注）本事業はグラスルーツからの日米経済強化プロジェクト予算による事業ではないが、案件の趣旨・目的はグラスルーツに合致するもの。
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 実施日時：2021年12月13日（月）
 実施場所：オンライン
 訴求対象：Rail Fleet Consortiumに参加する米国の

鉄道関係者
 開催規模：約80名

日時等

概要

効果

 北米の鉄道事業者が集まるRail Fleet Consortium
（以下「RFC」）において、カリフォルニア州在住の鉄
道有識者である花倉氏及び総領事館領事より、我
が国の鉄道の概況及びベストプラクティスについて、
講演及び質疑を実施した。

 RFCは、車両の運用・管理等を中心に、鉄道事業者
間においてベストプラクティスの共有、車両関係業界
の地位や事業者間の連携の向上を図るべく設立さ
れた米国等の鉄道事業者の集う場である。定期的
に開催され、鉄道等に関する様々なテーマについて
議論が行われている（カリフォルニア州を中心に、複
数の州の鉄道事業者が参加）。

 参加した鉄道事業者それぞれが抱える課題の解決
への貢献を図るため、我が国鉄道におけるベストプ
ラクティスを提供した。

 我が国の鉄道について、講演前の段階で参加者か
らは「安全」、「正確」、「顧客重視」といったポジティブ
なイメージが示された一方で、参加者の約7割は実
際に我が国へ渡航した経験がなく、我が国の質の高
い鉄道インフラに関するより明確なイメージを持って
もらう有意義な機会になった。

 公共交通を含む大規模なインフラ投資が米国内で
進められる中、鉄道インフラの管理・運営を担う米国
内の鉄道事業者における我が国の鉄道インフラへ
の理解が深まることは、日系企業が米国内の鉄道イ
ンフラの改善に向けて活動・貢献しやすい環境整備
の一助になるものと期待する。

Rail Fleet Consortium（米国鉄道関係者に対する日本の質の
高い鉄道インフラの発信）

21
【サンフランシスコ総領事館】

（注）本事業はグラスルーツからの日米経済強化プロジェクト予算による事業ではないが、案件の趣旨・目的はグラスルーツに合致するもの。



 実施日時：2022年2月12日（土）
 実施場所：オンライン
 訴求対象：清酒に興味のある一般消費者
 開催規模：約60名

マイケル・セラ

日系アメリカ人サンノゼ
歴史資料館理事長

川村総領事による

オープニングスピーチ

22

日時等

概要

効果

 新型コロナウイルスの蔓延により影響を受けたサ
ンノゼ日本町の活性化を図るため、同地域と協力
して清酒のレクチャー及びテイスティングを行うオ
ンラインイベントを実施。

 当地の清酒製造業者の協力を得て、純米酒やに
ごり酒など、5つの異なるタイプの清酒を用意する
とともに、チーズや日本産の菓子など、ペアリング
を楽しむスナックボックスを用意。

 参加者は、清酒の製造方法や各タイプの違い、ペ
アリングについてレクチャーを受けるとともに、テ
イスティングを楽しんだ。

 また、イベントに集まった幅広い客層に対して、イ
ベントを共催する日系アメリカ人サンノゼ歴史資
料館の活動紹介、サンノゼ日本町の飲食店・団体
のPRを行った。

 当日の参加者からは「清酒の各タイプの違い、お
すすめの飲み方や酒器など、多くのことを学べた」、
「今後、清酒を選ぶうえでとても参考になった」と
いった好意的な声が寄せられた。

 イベント後に実施したアンケートでは、回答者23名
全員が今回の催しに大変満足もしくは満足したと
回答しており、清酒文化の普及・理解促進に大き
な効果があった。

 また、同イベントは、資料館を中心にサンノゼ日本
町のコミュニティや日系清酒製造業者の協力のも
とで実施され、サンノゼ日本町のコミュニティ活性
化及び日系企業のプレゼンス向上にも繋がった。

写真①

（日時等に関
連した写真。
事前告知フラ
イヤーなど）

サンノゼ日本町活性化事業
（オンライン酒テイスティングの実施）【サンフランシスコ総領事館】
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 実施日時：2022年3月11日（金）
 実施場所：サンフランシスコ市内
 訴求対象：日本産和牛に興味のある一般消

費者及びインフルエンサー
 開催規模：約100名

飲料メーカーのPRブース

23

日時等

概要

効果

 現地の一般消費者やインフルエンサーに対し、
日本から米国向けの重要な輸出品目の一つで
ある日本産和牛の魅力をPRするイベントを開催。

 現地の和牛輸入業者の協力を得て、和牛独自
の飼育方法や味の特徴など、他の牛肉との違
いについて説明するとともに、実際に和牛のブ
ロック肉をカッティングしながら部位による違い
についても解説。

 また、日本産和牛を用いた焼肉や握り寿司等を
用意。参加者は、和牛に関する知識を得るだけ
でなく試食も楽しんだ。

 加えて、イベント会場には日系企業支援として
サンフランシスコに拠点を持つ飲料メーカー（北
米伊藤園、米国サントリー、ビーム・サントリー）
のPRブースを設置。お茶やノンアルコールビー
ル等のサンプル配布を行い、現地における日系
企業のプレゼンス向上に繋げた。

 イベント後に実施したアンケートでは、回答者
（40名）の9割以上が今回の催しに満足したと回
答。

 また、イベントに招待したインフルエンサー12名
は、SNSのフォロワー数が合計で約10万フォロ
ワーに上り、イベント参加後にはイベントの状況
をSNSに投稿。

 例えば、 TikTokに投稿された関連動画の再生
回数が2万回を超える等の反響があり、和牛の
普及促進、今後の輸出拡大につながる契機と
なった。

日本産和牛PR事業
【サンフランシスコ総領事館】
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ブロック肉をカッティング
しながら解説

和牛を用いた握り寿司

イベントの様子



 実施日時：2022年3月25日（金）
 実施場所：サンフランシスコ近郊及びオンライン

（ハイブリッド開催）
 訴求対象：米国企業ビジネス関係者等
 開催規模：約120名

楽天USA社：木村CSOに
よる基調講演

24

日時等

概要

効果

 米国企業ビジネス関係者等に対し、米国を中心
に活動している日系企業が保有する技術やそ
の活動について認知度を向上させ、米国企業
が日本企業と事業を検討するきっかけとなる機
会を創出。

 カリフォルニア州で活動する日系企業10社から
のプレゼンテーション、ビデオ上映、ブース展示
は、オンラインでライブ配信され、盛り上がった。

 新型コロナウイルス対策措置のため、会場から
の参加は出展企業とMC等最低限の人数であっ
たが、チャット機能を通した参加者からの質問
対応も含め、オンライン参加者に対してもライブ
感を配慮。

 休憩時間には、サンフランシスコ・ベイエリア在
住で活動を続けるパーカッショニスト藤井はる
か氏がライブ演奏を披露。

 イベント後に出展企業向け（6社回答）に実施し
たアンケートでは、概ね満足したとの回答があ
り、協業案件を検討中との話もあった。また、本
イベントと同様の企業間コラボレーションを模索
できるイベント開催の要望等があげられた。

 出展企業を含めた日系企業と米国企業との協
業が今後さらに進展することを期待。

ジャパンビジネスショーケース in シリコンバレー
【サンフランシスコ総領事館】

24

現場での生配信の様子

パーカッショニスト
藤井はるか氏のライブ演奏



 実施日時：2021年5月13日～2022年3月31日
 実施場所：オンライン及び複数のレストラン（ワシン

トン州シアトル市近郊）
 訴求対象：一般市民
 開催規模：約56,000人（リーチ数）

25

日時等

概要

効果

 シアトルエリアにおける日本食の認知度・人気を
向上させるとともに、コロナで打撃を受けた日本食
レストランを支援するため、毎月11日をJapanese
Restaurant Dayとして、特設ウェブサイト、各種
ソーシャルメディア等において総領事による毎月
の食レポ動画の作成・発信、協力レストランにお
けるイベント情報の発信等を行ったほか、兵庫県
庁・神戸市役所と連携し、現地の有名シェフを起
用した日本酒のペアリングセミナーを開催した。

 また、今年度に農林水産大臣から日本食普及功
労者表彰を授賞された現地在住の日本人（加柴
司郎氏、末次毅行氏）について、表彰状の伝達式
を行い、その様子を天皇誕生日レセプションで上
映・PRを行った。

 加えて、宮城県庁の実施する現地における日系
スーパー、レストラン12店舗における宮城フェアに
対して、総領事による宮城フェア体験動画の作
成・発信のほか、レストランにおけるプロモーショ
ン内容（特別メニューの提供等）の情報について
Japanese Restaurant Dayの特設サイトで体系的
に発信するなど、協力を行った。

 本プロモーションを通じて、協力レストランからは
新規顧客の獲得に繋がったと言う声があがった。

 総領事による日本食動画は好評を博し、現地カナ
ダ総領事から出演の希望があり、日・加で協力し
た日本食のPRを実現した。

 兵庫県・神戸市との共催セミナーについては、145
名の参加を得て、約98％が｢満足｣と回答。

写真⑦

（効果に関連し
た写真。SNS反
響など）

Japanese Restaurant Day（日本食のプロモーション）の実施
【シアトル総領事館】
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プロモーションHP

フライヤー

末次毅行氏

加柴司郎氏

参加したラーメン店にて



 実施日時：2021年9月18日（土）
 実施場所：オンライン形式（Zoom）
 訴求対象： シアトルの学生や若手ビジネスマン等、

日系企業や日本のビジネスに関心を有する米国人
 開催規模：約40名

パネリスト（3名）

26

日時等

概要

効果

 シアトルでの日本人及び日本のビジネス文化に対
する理解を深め、より一層の日米交流の促進を図
るため、日米でのキャリア経験を有する日本企業駐
在員が、自身の仕事やプライベートを通じた気付き
や思考、考えについて、パネルディスカッション形式
で議論・紹介を行った。

 日系企業の米国子会社が、日本の親会社からどの
ようなミッションを担っているのか、日米間での意思
決定スピードの違い、上司と部下との関係性や女性
の働き方等の日米間でのビジネスカルチャーの違
い、日本人駐在員の失敗談などについて、活発な
議論が行われた。

 日本企業がアマゾン社やマイクロソフト社等のシア
トルの企業から学ぶべきことは多い、との意見があ
る一方で、米国との違いを念頭に置きつつも、日本
のよい習慣・文化を残すことは大事との意見もあっ
た。

参加者へのアンケートの結果、約9割以上の参加者
が「イベントに満足した」、「日本／日本企業につい
ての理解が深まった」と回答。

日本企業の駐在員の思考・行動・仕事及び生活を
通じた気付きを紹介し、関心を高めることで、日本企
業による米国経済・雇用への貢献に対する理解と認
識を促進できた。

 「社会的平等やBLM問題等の、米国が現在抱えて
いる問題に関する日本企業の視点」、「日本企業が
米国に進出する際の法規等で苦労した点」、「地球
環境問題に関する日米の捉え方の違い」等をテーマ
に、次回以降もパネルディスカッションを実施してほ
しいとの声が挙げられた。

シアトル日本商工会主催パネルディスカッション
「名もなきミッション：日本人駐在員の挑戦」 【シアトル総領事館】
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9割以上の参加者が
イベントに満足

モデレーター
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 実施日時：2021年10月14日（木）16:00～17:30
 実施場所：オンライン形式（Zoom）
 訴求対象：当地経済団体関係者や同所属企

業の社員、日本に興味のある米国人学生等
 開催規模： 参加人数約50名

パネルディスカッションの様子

27

日時等

概要

効果

 気候変動／脱炭素分野の中でも、コロン
ビア川の水力発電の余剰電力を使用した
グリーン水素の製造から、水素技術に力
を入れているワシントン州において、州商
務局、民間団体、学識者をそれぞれ招聘
し、日本側からはJETROサンフランシスコ
事務所が参加して、水素エネルギー開発
の技術動向や今後の日米間連携につい
てパネルディスカッション形式での議論が
実施された。

 日本における脱炭素化に向けた取り組み
や技術開発動向、ワシントン州における
取り組みの現状や課題について紹介され
た上で、Q&Aではワシントン州と日本企業
が連携・協力しうる分野などについて質問
されるなど、活発な議論が実施された。

参加者へのアンケート（10名が回答）の結
果、9割の参加者が「イベントに満足した」、
「セミナーを通じて日本について興味・興
味を持った」、「理解が深まった」と回答。

日本・ワシントン州双方での産官学間で水
素エネルギーに関する理解が促進され、
将来の具体的な協力案件へと繋がること
が期待される。

シアトル日本商工会等主催ビジネスラウンドテーブル
「日米におけるクリーンエネルギーの展望～新時代のエネルギー
：クリーンテクノロジーと水素～」 【シアトル総領事館】
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9割の参加者が
イベントに満足



 実施日時：2021年5月～7月
 実施場所：イリノイ州シカゴ市及び近郊
 訴求対象：エッセンシャルワーカー（例：医療関係

者、警察官、消防署員など）及び日本食レストラン
 開催規模：計2,067食の日本食弁当を配布

（41施設に配布、10箇所の日本食レストランが協
力）

日時等

概要

効果

 シカゴ市及び近郊の日本食レストランが提供する
日本食弁当をエッセンシャルワーカーに配布す
る ”Arigato to Chicago’s Best –my kind of
BENTO“を実施。シカゴ日本商工会議所のネット
ワークを活かした配布先の調整、レストランの募
集を行った。

 エッセンシャルワーカーへの感謝を示すとともに、
将来的な日本食に対する需要の開拓、日本食（お
弁当）の普及及び市民に寄り添い、新型コロナか
らの「より良い回復」に貢献する日本の姿勢を発
信する取組となった。

 弁当を受け取った方からは「コロナ禍で大変な思
いをして働いていたスタッフにこのような形で弁当
を提供いただき、大変感謝。日本食を初めて食べ
るスタッフもいて、日本食を気に入りこれからも食
べたい」、「感染ピーク時には様々な差し入れが相
次いだが、経済再開に伴い途絶えた。ワクチン接
種で多忙な日が続く中、おいしい日本食の心遣い
が本当にうれしい」（医療関係者）などのコメントが
寄せられ、日本食への関心・需要の開拓が図られ
た。

 参加レストランからは「営業規制が緩和され、フル
オープンになってきたが、このように支援をしてい
ただけることに対して大変感謝。また、日本食の
裾野を広げていただけることもありがたい。」など
のコメントもあった。

 また、地元ラジオ・日系メディアなどでも取り上げ
られたことや配布先にもSNS等で発信を依頼した
ことで、多くの方に取組を知ってもらうことができた。

2021年6月19日
日経新聞より

2021年6月18日
WGN Radio 720より

弁当配布の様子③

弁当配布の様子②

弁当配布の様子①

Arigato to Chicago’s Best –my kind of BENTO
【シカゴ総領事館】
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 実施日時：2021年5月13日（木）－15日（土）
 実施場所：イリノイ州シカゴ市
 訴求対象：SNSインフルエンサー、日本食に

関心のある市民層
 開催規模：180名

日時等

概要

効果

 シカゴ市のSNSインフルエンサーや日本食
に関心のある市民層に対し、同市南部の
「ジャクソン・パーク」（注：1893年に日本政
府が平等院鳳凰堂を模した日本館を出展し
た「シカゴ万博」跡地に建設。日米交流を記
念した日本庭園や桜がある）の歴史や桜、
花見文化を紹介する広報資料とともに、日
本食レストラン4店の協力を得て日本食弁当
を配布。

 あわせて、広報動画を作成し、コロナ禍でも
バーチャルに同公園での花見を体験する機
会を提供。

 数万人規模のフォロワーを有する複数のイ
ンスタグラマー等のSNSインフルエンサーか

ら、配布した日本食弁当の写真とともに
「ジャクソン・パーク」の日本庭園や桜に関
する情報が発信され、また、オンライン雑誌
記事掲載等を通じ、日本食やシカゴ日米交
流史、日本の花見文化等への関心・理解の
向上に弾みを付けた。

 また、シカゴ市副市長や同市の対外経済関
係を担う「ワールド・ビジネス・シカゴ」総裁
に個別にアプローチし、協力して日本食の
一層の普及や日本庭園・桜を活用した日
本・シカゴ友好を更に推進する姿勢を広く発
信できた。

2021年6月10日
Chicagofoodmagazineより

配布弁当イメージ

フライヤーイメージ

シカゴ市副市長と
岡田総領事

World Business Chicago代表
と岡田総領事

日本食を通じたジャクソン・パークに係る日米交流の歴史と
桜等の紹介プロモーション 【シカゴ総領事館】
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 実施日時：2021年9月13日（月）-10月7日（木）
 実施場所：①9/13「RPM STEAK」（レストラン）

②9/23「JASC Fresh Market」
（日本食直売イベント）

③9/30-10/7「Gaijin」､「Kumiko」､「Ringo」
（レストラン）

 訴求対象：①インフルエンサー、②・③一般市民
 開催規模：①30名、②270名、③224名

30

日時等

概要

効果

 インフルエンサー向けイベントに参加したブロガー
やインスタグラマー等を通じて、合計80,000人以上
にリーチ。

 一般市民向けに実施した、「和牛デー」及び「和牛
ウィーク」においては著名な料理評論家も含め、市
民約500名に対して和牛の魅力を発信。

 イベントを通じて、インフルエンサーのほか一般消
費者、飲食業関係者にも日本産和牛の魅力を発信
し、今後の和牛需要促進のきっかけとなる事業と
なった。

写真①

（日時等に関
連した写真。
事前告知フラ
イヤーなど）

写真②

（概要に関連し
た写真。当日
の様子など）

写真⑥

（効果に関連し
た写真。SNS反
響など）

シカゴ・グルメにおける和牛・日本酒プロモーション

【シカゴ総領事館】

写真③

（概要に関連し
た写真。当日
の様子など）

30

 「シカゴ・グルメ」（毎年秋に開催されるシカゴ最大のフードイ

ベント）の枠内で日本産和牛、日本酒のプロモーショ
ンを実施。新型コロナウイルス感染症の影響を踏ま
え、訴求対象毎に３回に分けてプロモーションを実
施した。

 インフルエンサー向けイベントで、エバン・パッカー
氏（和牛に精通する現地有名レストラン特別シェフ）が、日本
産和牛の魅力、和牛種（米国産和牛）との違い等をレ
クチャー。和牛を用いた料理の試食、日本酒とのペ
アリングを実施。

 一般市民向けに、日本食直売イベントで出店レスト
ランの協力を得て、「和牛デー」として和牛料理の試
食品を配布。さらに市内レストラン３店の協力を得て
「和牛ウィーク」を実施し、和牛料理の試食を提供。

イベントフライヤー

和牛を用いた料理

イベントの様子

SNS発信①

SNS発信②



 実施日時：2021年10月18日（月）～20日（水）
 実施場所：インディアナ州フレンチリック市、

ワシントン市
 訴求対象：地域行政関係者、地域経済開発公社関

係者、日系企業関係者
 開催規模：延べ９７名（全行程）

31

日時等

概要

効果

写真①

（日時等に関
連した写真。
事前告知フラ
イヤーなど）

写真②

（概要に関連し
た写真。当日
の様子など）

草の根キャラバン インディアナ州フレンチリック市、
ワシントン市他 【シカゴ総領事館】

写真③

（概要に関連し
た写真。当日
の様子など）
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 インディアナ州南西部８郡をまとめる経済開発公社
（Radius Indiana）、行政関係者、議会関係者等の地
域リーダーに向けて、日本とインディアナ州、同地域
の関係について学ぶための経済セミナー（「An 

Evening with Japan」）を行うと共に、意見交換を実施。
 ワシントン市においてＭ＆Ｃ tech社（森六ケミカルズ

および中部化学の子会社）をRadius Indiana、ワシント
ン市長、郡経済開発公社関係者と共に訪問、同工
場を視察し、その後ワシントン市長及び郡経済開発
公社関係者と共に意見交換を実施。

 インディアナポリスにおいて、インディアナ日米協会、
地域経済開発公社、日系企業等との意見交換及び
ホルコム州知事及びチャンバース州商務長官と面
会・意見交換を実施。

 現地市長らと共に､Ｍ＆Ｃ tech社のインディアナ州
進出時の拠点開設式以来、再度同社を訪問し事業
（自動車部品の製造）や拡張計画のフォローアップの
機会となったほか､新たに着任した田島総領事と共
に総領事館及び地元行政関係者との良好な関係を
改めて確認する機会となった。

 コロナ後初の「草の根キャラバン」が、現地メディア
（Inside Indiana Business）で報道される等､日系企
業の貢献を州政府や地域リーダーに発信する機会
となり､現地経済開発公社からは今後も日本企業を
積極的にRadius地域に誘致していきたいという意見
が述べられた。

セミナーフライヤー

セミナーの様子

意見交換の様子

日系企業視察の様子

日系企業視察の様子

ホルコム
インディアナ州知事と



 実施日時：2021年11月17日（水）～18日（木）
 実施場所：ネブラスカ州リンカーン市、オマハ市
 訴求対象：州政府関係者、連邦議会議員、地元ビジ

ネス関係者、教育機関、日系企業関係者
 開催規模：約100名

32

日時等

概要

効果

写真①

（日時等に関
連した写真。
事前告知フラ
イヤーなど）

写真②

（概要に関連し
た写真。当日
の様子など）

草の根キャラバン ネブラスカ州リンカーン市、オマハ市
【シカゴ総領事館】
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 リンカーン市において川崎モーターズ・マニュファク
チャリング（川崎重工の子会社）を州経済開発局関
係者他と共に訪問、同社工場を視察。

 リンカーン市において、フォーリｰ副知事（ゴインズ
経済開発局長、ウェルマン農業局長同席）、エヴネ
ン州務長官とそれぞれ面会し、日ネブラスカ関係
等について意見交換を行った。

 オマハ市において、州政府高官、地元ビジネスリー
ダー及び日系企業関係者を交えた夕食会を実施し
て意見交換を行った。

 オマハ市での中西部国際貿易協会（MITA）主催の
イベントにて田島総領事が日ネブラスカ間の経済
関係に関するプレゼンテーションを行った。同イベ
ントには州政府、地元企業、日系企業、教育機関
などから約50名が参加した。

 ネブラスカ州では今回が２度目のキャラバン実施と
なった。日系企業の事業状況や今後の工場拡大
計画及び雇用創出見込みといった日系企業の貢
献を州政府高官らへ発信する機会となった。

 日ネブラスカ間の強固な貿易・投資関係や日系企
業の地域への貢献について発信し、各業界の参加
者からSNSにてイベントの様子が投稿されるなど
の反響があった。

 地元メディアより総領事へのインタビューがイン
ターネットテレビ及びラジオで配信され、より幅広い
層に日ネブラスカ関係について発信がなされた。

イベントフライヤー

日系企業訪問の様子

フォーリー
ネブラスカ州副知事らと

総領事インタビュー
の様子

SNS発信



 実施日時：2021年12月13日（月）～14日（火）
 実施場所：ミネソタ州メープルグローブ市、セント

ポール市
 訴求対象：州政府関係者、州下院議員、市長、

市会議員、連邦議員事務所スタッフ等
 開催規模：約25名

33

日時等

概要

効果

写真①

（日時等に関
連した写真。
事前告知フラ
イヤーなど）

草の根キャラバン ミネソタ州メープルグローブ市、
セントポール市 【シカゴ総領事館】

写真③

（概要に関連し
た写真。当日
の様子など）

33

今回訪問した企業は2017年に日系企業に買収
された企業。地元行政関係者との良好な関係を
改めて確認することができた。

地元市長から州下院議員まで幅広い地元リー
ダーの参加者に対して日ミネソタ間の貿易・投資
関係や日系企業の地域への貢献について発信。
参加者の理解を深めることができ、参加した州
下院議員からはSNSによる発信もなされた。

州政府高官からは、クリーンエネルギーに関係
するテクノロジーにおける日系企業との協力可
能性について前向きな意見が示された。

 ミネソタ州では今回が3度目のキャラバン実施。
メープルグローブ市において、アップシャー・スミ

ス・ラボラトリーズ社（沢井製薬の子会社）を、地
元市長、州議会下院議員、連邦議員事務所ス
タッフ、州政府関係者等と訪問し、会社概要説
明を受けると共に建設中の新工場を視察。また、
田島総領事より、参加者に対して日本の経済対
策、コロナ対策等に関するプレゼンテーションを
行った。

セントポール市において、フラナガン・ミネソタ州
副知事、グローブ雇用経済開発局長官とそれぞ
れ面会し、日ミネソタ関係等について、意見交換
を行った。

イベントフライヤー

企業訪問の様子

企業訪問の様子

意見交換の様子

参加者による
SNS発信①

参加者による
SNS発信②



 実施日時：2022年1月13日（木）～14日（金）
 実施場所：ノースダコタ州ファーゴ市、ウエストファー

ゴ市、ビスマーク市
 訴求対象：地域行政関係者、議会関係者、日系企

業関係者
 開催規模：延べ35名（全行程）

34

日時等

概要

効果

 ノースダコタ州ファーゴ市においてバーガム知事及
びレイマン商務長官と面会、日・ノースダコタ関係に
ついて意見交換を実施。

 ウエストファーゴ市においてクレイリー・インダスト
リー社（株式会社やまびこ（農林業機械メーカー）の
子会社）をウエストファーゴ市長、州議会議員、連邦
議員事務所関係者、州貿易事務所関係者と共に訪
問し、田島総領事、JETROシカゴ、同社によるプレ
ゼンテーション、意見交換及び工場視察を実施。

 ビスマーク市においてレッドトレイルインダストリー
社(二酸化炭素貯留の取組を行っているエタノール
メーカー）及びエネルギー・環境研究センターと面会
し、二酸化炭素貯留の取組や日系企業との連携に
つき意見交換を実施。

 ノースダコタ州では今回が初めての草の根キャラバ
ンとなった。今回訪問した日系企業の事業（農業機

械の製造）の順調な進捗や日系企業の現地経済へ
の貢献を州政府高官などに発信する機会となった。

 企業訪問においては、日系企業の地域への貢献や、
デジタル田園都市国家構想を含む岸田内閣の政策
等について発信し、参加者の理解を深めることがで
きた。

 草の根キャラバン後、現地メディア（Steel County 

Press）で報道されるなど、より幅広い米国市民へ発
信することができた。

写真②

（概要に関連し
た写真。当日
の様子など）

草の根キャラバン ノースダコタ州ファーゴ市、
ウエストファーゴ市、ビスマーク市 【シカゴ総領事館】
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意見交換の様子①

バーガム知事と

意見交換の様子②

企業訪問の様子

現地メディアによる
報道



 実施日時：2022年2月23日（水）
 形式：Zoomによるオンライン形式
 主催：シカゴ市、大阪市、ワールドビジネスシカ

ゴ
 共催：シカゴ姉妹都市インターナショナル、在シ

カゴ日本国総領事館、在大阪・神戸米国総領事
館、大阪イノベーションハブ、大阪商工会議所

 訴求対象：シカゴ市、大阪市に進出を目指す企
業関係者、両自治体関係者

 開催規模：約80人

日時等

概要

効果

 姉妹都市関係である大阪市とシカゴ市が両市
のイノベーション振興施策を紹介するとともに、
大阪市の支援を受けた医療ベンチャー等、デジ
タルトランスフォーメーションに先進的に取り組
む両市の新興企業からプレゼンテーションを実
施。

 田島在シカゴ総領事が出席し、来年にシカゴ大
阪姉妹都市提携50周年を迎えること、日本政府
が取り組んでいるデジタル田園都市国家構想
の概要などを発信。

 メイ在大阪・神戸米国総領事も出席し、開会の
挨拶を実施するなど政府と地方自治体が連携
した取組。

 シカゴ市、大阪市のイノベーション振興施策を紹介
することで、両市への進出を希望している企業にア
ピールする機会となった。

 また、両市の新興企業から最新の取組を紹介する
ことにより、日米のビジネスマッチングへつながる
良い機会となった。

 昨年に引き続いて第2回目の開催となり、姉妹都市
活動の良いPR機会となった。

シカゴ・大阪イノベーションサミット
【シカゴ総領事館】
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（注）本事業はグラスルーツからの日米経済強化プロジェクト予算による事業ではないが、案件の趣旨・目的はグラスルーツに合致するもの。

田島在シカゴ総領事

メイ在大阪・神戸
総領事

大阪市プレゼンの
様子

シカゴ市プレゼンの
様子

高橋大阪市副市長

マイエカー
シカゴ市副市長



 実施日時：2021年9月12日（日）
 実施場所：ミシガン州サギノー市サギノー日本文化

センター
 訴求対象：サギノー市及び周辺地区の一般市民（市、

市議会関係者等を含む）
 開催規模：300名

36

日時等

概要

効果

 本格的茶室と日本庭園を会場とする、総合的な
日本文化紹介をテーマとした祭りを開催。

 1961年から姉妹都市関係にある徳島県徳島市
とミシガン州サギノー市によって1985年に建設さ

れ、サギノー日本文化センターが管理・運営する
茶室と日本庭園にて実施。

 イベントとして茶道デモンストレーション、生け花
展示、和太鼓・琴演奏、書道・折り紙コーナー等
を実施し、デトロイト総領事館ブースも設置。

 デトロイト総領事館所在地から離れた都市であ
るサギノーにおいては、日系企業等も少なく、
日本文化に触れる機会が限定的である中、市
や市議会関係者を含め、幅広い一般市民に対
して、対日理解促進に資する日本文化紹介を
行えた。

 アンケートから、初めて本イベントに参加した割
合が高かったという結果（70%）が出ており、これ
まで日本文化に関心を有していなかった層にも
アウトリーチできた。

 イベント満足度の平均値は5段階中「5」（最高
値）という結果であった。

サギノー日本祭り
【デトロイト総領事館】
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イベントフライヤー

当日の様子①

当日の様子②

報道の様子①

報道の様子②
（注）本事業はグラスルーツからの日米経済強化プロジェクト予算による事業ではないが、案件の趣旨・目的はグラスルーツに合致するもの。



 実施日時：2021年10月28日（木）
 実施場所：ミシガン州バトルクリーク市バトルクリー

ク経済開発公団
 訴求対象：バトルクリーク市及び同経済開発公団関

係者
 開催規模：延べ27名（16名+11名）

37

日時等

バトルクリーク市意見交換会

【デトロイト総領事館】
37

 バトルクリーク経済開発公団と協力し、マーク・ベー
ンケ・バトルクリーク市長及び同市関係者並びに同
市進出日系企業代表者を集めた意見交換会を実
施。併せて、同地域の日系企業代表者による情報
交換会を実施。

 バトルクリーク市はミシガン州南西部に位置し、同
州においてデトロイト都市圏に次いで日系企業が集
積している地域。デンソーを始め製造工場が多数所
在し、日系企業による雇用者数は州内第1位。

 同市長の他、同市副シティマネージャー、同公団理
事 長 、 同 公 団 役 員 会 長 、 日 本 貿 易 振 興 機 構
（JETRO）シカゴ事務所次長等も出席。

概要

 意見交換会では、バトルクリーク市関係者2名、バト
ルクリーク経済開発公団関係者5名、市内に所在す
る日系企業4社の代表者が一堂に会するイベントと
なった。

 情報交換会では、日系企業7社が参加し、製造工場
の多い同地域の日系企業が抱える労働力不足や
住宅価格の高騰等の問題が共有された。

 ベーンケ市長から、「技能を持った人材、労働力や
住居の不足問題に対応し、更なる需要に対応して
いきたい。バトルクリーク市は今後も成長し、将来に
おいても日系企業の役割は非常に大きい。」と期待
が述べられるなど、現地自治体関係者らとともに日
系企業の地域貢献を再確認することができた。

効果

意見交換会フライヤー

当日の様子①

当日の様子②

当日の様子③

当日の様子④

（注）本事業はグラスルーツからの日米経済強化プロジェクト予算による事業ではないが、案件の趣旨・目的はグラスルーツに合致するもの。



 実施日時：2021年12月7日（火）
 実施場所：オハイオ州ベルフォンテン市議会議事

堂
 訴求対象：ベルフォンテン市及びローガン郡関係

者
 開催規模：22名

38

日時等

概要

効果

 ベン・スターラー・ベルフォンテン市長と協力し、同
市及びローガン郡の関係者並びに同市進出日系企
業代表者を集めた意見交換会を実施。

 ベルフォンテン市は、コロンバス市北西部に位置す
るローガン郡の郡庁所在地であり、日系企業が集
積する地域の1つ。市内にはAGCの工場等、郡内に
はホンダの車両組立工場、変速機製造工場等が所
在。同市は2021年に三重県鈴鹿市との姉妹都市提
携30周年を迎えた。

 同市長の他、市教育長、ローガン郡委員長、商工
会会頭、ラルフ・インフォルザート日本貿易振興機
構（JETRO）シカゴ事務所長も出席。

 ベルフォンテン市及びローガン郡の関係者6名、市
内に所在する日系企業5社、同市を除く郡内に所在
する日系企業5社の代表者が一堂に会するイベント
となった。

 スターラー市長から、「当地域の日系企業のリー
ダーに一堂に会してもらうのは初めてのことであり、
大変貴重で歴史的な機会となった。」と謝意が述べ
られた。

 地元紙が本意見交換会について、同市史上初めて
となる特別なイベントであるとして、関連記事を掲載
し、同地域に進出する日系企業を広く発信する機会
となった。

ベルフォンテン市意見交換会

【デトロイト総領事館】
38

意見交換会フライヤー

意見交換会の様子①

意見交換会の様子②

意見交換会の様子③

関連記事

（注）本事業はグラスルーツからの日米経済強化プロジェクト予算による事業ではないが、案件の趣旨・目的はグラスルーツに合致するもの。



 実施日時：2021年9月3日（金）～5日（日）
 実施場所：ゲイロード・ホテルアンドリゾート

コロラド州オーロラ市
 訴求対象：ナンデスカン参加者を含む米国一般市民
 開催規模：ナンデスカン参加者約1万人

（デンバー総イベント参加者1,120名）

39

日時等

概要

効果

 米国山岳部最大のアニメコンベンションである「ナン
デスカン」の開催に合わせ、アリサ・フリードマン・オ
レゴン大学教授による日本のアニメ文化に関する
ワークショップの開催を通じ、米国でのアニメの現
状及び日本のアニメ文化が米国アニメ文化に与え
た影響等の理解促進を図った。

 同イベントにて開催されたコスプレ大会での成績優
秀者に総領事杯を授与することで、親日家の発掘・
拡大、及び一般市民の日本文化への関心を深める
ことで草の根レベルでの対日理解の促進・深化・日
本のコンテンツ産業の米国展開促進を図った。

 フリードマン教授のワークショップは、120名近くの
参加者を得た。同教授の分析による日本のアニメ
文化が米国アニメに与えた影響及び日本語学習
及び日本文化を理解する上でのアニメの教材価値
の重要性は多くの参加者の興味を引いた。

 コスプレ大会には約1,000名の観客が参加し、40組
以上のエントリー。成績優秀者1名への総領事杯
の授与やコスプレ大会参加者との交流を通じた懇
談から日本の関心の高さが見てとれ、対日理解促
進・深化に寄与した。

 約60名から回収したアンケートの結果、ほぼ全員
がイベント内容に満足、約8割近くが日本に対する
理解が深まったと回答するなど、日本に対する好
感度が上昇、約6割が今回初めて総領事館の実施
事業に参加したと回答。新たな親日層の開拓を通
じて日本のコンテンツ産業の米国での展開促進に
繋がった。

写真①

（日時等に関
連した写真。
事前告知フラ
イヤーなど）

アニメコンベンション「ナンデスカン2021」での日本文化紹介
イベントの開催 【デンバー総領事館】

イベントフライヤー①

イベントフライヤー②

イベントフライヤー③

ワークショップの様子

コスプレ大会の様子

39



 実施日時：2022年3月5日（土）
 実施場所：スタンレーマーケットプレイス

コロラド州オーロラ市
 訴求対象：米国一般市民
 開催規模：100名以上

40

日時等

概要

効果

 酒のソムリエによるセミナーの後、デンバーの姉妹
都市である岐阜県高山市のお酒3種、熊本県の赤
紫蘇焼酎などの試飲会を実施。雛祭りにあわせた
ちらし寿司、酒のおつまみとしてのたこ焼きやラーメ
ンの他、熊本の米粉を使った天ぷら、著名米国人
パティシエによる米粉のデザートを提供。

 会場には、雛人形を設置した写真撮影コーナーを
設けたほか、信楽焼の酒器、着物酒ボトルカバーな
どを展示し、日本文化も紹介。

 犬用の米粉の三色菱ケーキやおやつを提供。Hartz
社（ユニチャーム社の米国法人）からも参加者に犬
用おやつやおもちゃを配布。

 雛祭りにあわせ、セミナー及び試飲会を実施し、プ
ロモーションを促進する契機となった。

 犬を親善大使として起用し、事前に現地主要テレ
ビ局からの生放送インタビューも実現でき、幅広く
広報を行うことができた。

 特に現地は、健康志向が高く、グルテンフリーの食
材の需要も高い中、米・米粉に高い関心が寄せら
れた。飼い主も犬もグルテンフリーの米粉を体験
できる形で活用方法を紹介した結果、現地貿易会
社より、米粉の輸入を検討したいとの声があった
他、米国人パティシエのケーキ店では犬用の米粉
を使用したおやつの販売が開始された。

 Hartz社など企業からの参加も得ることができ、今
後のペット業界での日米交流促進も期待できる結
果となった。

「米の促進～雛祭りの会」
【デンバー総領事館】
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当日の様子①

提供された
日本産酒類

セミナーの様子

米粉の紹介

犬用おやつの試食



 実施日時：2021年5月14日（金）～6月10日（木）
 訴求対象：テネシー州及び全世界
 再生回数：全体で6,700,000回

（完全視聴数は490,000回）
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日時等

概要

効果

写真②

（概要に関連し
た写真。当日
の様子など）

テネシー州における日系企業を題材にしたオンライン・コンテ
ンツ放映事業 【ナッシュビル総領事館】

YouTube 
Campaign 
Video

LinkedIn
Campaign 

YouTube放映の様子

LinkedIn放映の様子

 令和2年度実施事業で制作した日産スマーナ自動
車工場関連の日系企業（北米日産会社（スマーナ）、
ブリヂストン・アメリカス、デンソー、カサイノースアメ
リカ、ユニプレスアメリカ会社、東プレアメリカ、ヤザ
キ）がテネシー州において多くの雇用を創出し、州
の経済に貢献していることを広報する動画を、
YouTubeやスマートTVなどの放映媒体を利用して、
テネシー州を中心に米国全体（全世界）に向けて発
信した。

YouTube：年齢と性別に大きな差はなく、20～60代ま
での幅広い年齢層に閲覧された。

LinkedIn：企業関係者（自動車業界が最も多い）にも
閲覧され、自動車、経営コンサルティング、小売、IT
産業関連の企業等にインパクトを与えることができた。

また、動画内では、北米日産会社をテネシー州に誘
致した当時のアレクサンダー州知事・元連邦上院議
員が「日産をはじめとする自動車産業が多くの市民
の生活を支えている」、ロルフ経済開発庁長官は「日
産とのパートナーシップを誇りに思う」と話し、動画に
出演することで官民の連携による日米経済関係強化
への取組をアピールした。

今回の事業において、新たにナッシュビル総領事館
YouTube及びLinkedInの公式チャンネルを作成したこ
とにより、テネシー州のみならず全米及び全世界に
対し、本動画等を通じて発信することが可能となった。
本事業は実施後においても、長期間、多くの人々が
閲覧可能なため、今後もテネシー州における日系企
業の活動及び州・地域への貢献についての理解を促
進する効果が期待できる。
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 実施日時：2021年6月1日（火）
 実施場所：オンライン形式
 訴求対象：イベント参加者（米国一般市民）
 開催規模：24名

42

日時等

概要

効果

 日本発の非営利活動法人・テーブルフォーツーとの
共催イベントとして、枝豆・大豆をテーマに日本の健
康的な食生活や食文化を通じた和食育と共に日本
産食材を紹介するイベントを開催。

 大豆の生産が盛んな南部州において、枝豆・大豆を
用いた日本の健康食を紹介し、和食促進することを
目的に、大豆を使用した料理の作り方や食材を紹
介した。

 料理のデモンストレーションではフードライターのデ
ボラ・サミュエル氏による、日本産米及びしょうゆ
（日米貿易協定における日本側輸出関心品目）を使
用した枝豆パエリアやみたらし団子を実演し、併せ
て、米国で購入できる枝豆・大豆の日本の菓子を紹
介した。

 参加者の多くが米国人であり、実際に料理の紹介
では一緒に作りながら、調理方法やコツ、材料を購
入できる場所等の質問が多く出たことから、関心の
高さがうかがえた。

 アンケートの結果において、回答者の100％が５段
階評価で最も高い「満足」と回答し、高い評価が示さ
れた。本イベントを通じて和食、日本食文化及び健
康的な食事について新たな学びがあったとの回答
も示され、日本への好感度を高める効果があった。

 日本食及び食材の広報については、本イベント中
及び事後に、ナッシュビル総領事館のSNSにオンラ
インで購入できる日本産米、しょうゆ、日本の豆菓
子等の日本食材店を紹介し、今後の日本食文化の
普及が期待できる。

枝豆・大豆を用いた和食育オンラインイベント
（日本産食材広報事業） 【ナッシュビル総領事館】

福嶌総領事に
よる開会挨拶

日本産米及びしょ
うゆを使用したみ
たらし団子

デボラ・サミュエル
氏による調理方
法の紹介

日本産米及びしょ
うゆを使用した枝
豆パエリア
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 実施日時：2021年7月16日（金）
 実施場所：オンライン形式
 訴求対象：主に在米に所在する日系企業、日本

語教育関係者、学生
 開催規模：50人（30社・8団体・教育機関9校）

日時等

概要

効果

 日米交流・次世代の人材育成を支援する在米
NPO団体CEPEX（Center for professional
Exchange）との共催で、日米における草の根交
流を通じて、日米経済の活性化と人材育成を目
的としたオンラインセミナーを実施した。

 セミナーでは「揺らぐ国際情勢～米中欧のホン
ネ～」をテーマとし、商社系シンクタンクである双
日総合研究所から専門家3名を招き、研究員の
視点から多角的な分析・解説がなされた後、パ
ネルディスカッションを行った。

 開催前には関係者・関係機関に対し積極的に周
知すると共に、ナッシュビル総領事館ホームペー
ジやSNSにおいて全米中に広報を行い、他の在
米公館の支援を得てSNS発信をより広範囲に行
う等、事前の広報活動に努めた。

 開催後のアンケートの結果において、回答者の
95％がセミナーに対し最も高い評価の「満足」と
回答し、高い評価が示された。「セミナーを通じ
て、国際政治・経済情勢についての理解が深
まったと共に新たな学びがあった」との回答も示
され、草の根レベルでの交流を通じて更なる日
米経済関係の活性化に向けた情報分析や予測
等の有益な情報を提供することができた。

写真⑤

（効果に関連し
た写真。SNS反
響など）

CEPEX共催人材開発セミナー

【ナッシュビル総領事館】
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福嶌総領事に
よる開会挨拶

パネルディスカッ
ションの様子



 実施日時：2021年12月10日（金）～2022年2月12日（土）

 実施場所：テネシー州マーフリーズボロ市､メンフィ
ス市、ケンタッキー州レキシントン市

 訴求対象：ナッシュビル総領事館管轄州の米国人
 開催規模：各レストラン（メニュー提供）

広報動画：全世界の人々
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日時等

概要

効果

 日本の伝統食である「すき焼き」の由来や日本
食文化を紹介する「すき焼きの紹介」及びレシピ
を紹介する「すき焼きの作り方」の2本の動画を
制作し、ナッシュビル総領事館公式YouTubeチャ
ンネル及びSNSに掲載し発信。

 動画のリリースに合わせて、日本産和牛を使用
した「日本産和牛メニューフェア」を、管轄州内
の日本食レストランの協力の下で開催。

 各店において、期間限定で日本産和牛を使用し
た「すき焼き」などのメニューを提供。また、各参
加店のメニューとして、各店が使用する日本産
和牛の産地の紹介を入れたメニュー表を作り、
店内においても広報した。

 日本産和牛を使用したメニューは、約2か月間
で、3店の合計168食を提供。（内訳：すき焼き
70食、しゃぶしゃぶ46食、握り寿司52食）。

 日本産和牛にはあまり馴染みのない南部州の
米国人に日本産和牛の美味しさを知ってもらう
機会となった。注文者からは、日本産和牛はと
ても柔らかい、とろけるようだ、米国産和牛とは
全く違う、今までに出会ったことのない美味しさ
に大満足、感動した、という声が多く寄せられ、
高評価を得た。

 本事業により、日本産和牛の知名度向上及び
和食文化の理解促進、今後の消費拡大、輸出
促進に繋がることが期待できる。

写真①

（日時等に関
連した写真。
事前告知フラ
イヤーなど）

日本産和牛メニューフェア
【ナッシュビル総領事館】
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 実施日時：2022年3月2日（水）（動画撮影日）
 実施場所：ケンタッキー州コビントン市
 訴求対象：米国の一般人
 開催規模：YouTube及びSNSにて広報動画を配

信するため、全世界の人々

日時等

概要

効果

 2021年9月、米国は福島県産農産物を含む日
本産食品の輸入規制を撤廃。これに伴い、福
島県産のコメや原木シイタケなどが米国へ輸出
可能となった。

 本動画では、米国一般人が日常生活において
馴染み深いパンやケーキを題材にした福島県
産の米粉を使った動画と、福島県の農産物が
安全で美味しいということを、日本人女性ベーカ
リー店主が広報する動画を作成。

 多くの米国人等が福島県農産物を身近に感じ
られるような内容で動画を作成し、ナッシュビル
総領事館のYouTube、フェイスブック、インスタ
グラムに順次掲載（本省Twitterアカウント（英語
版）でも発信）。

 本動画は、福島県産米粉の広報及びパンや
ケーキと言った身近な食品から、日本の伝統的
な米粉や食文化も広報できる動画になった。

 本動画作成にあたり、同店では試作品として、
米粉を使った食パンとロールケーキを作って試
験販売を行ったところ、健康意識の高い人々や
小麦粉アレルギーを持つ人々等に評価され、定
番商品となった。

 本動画シリーズをきっかけに、今後さらに福島
県産米粉の知名度向上、輸入促進に繋がるこ
とが期待できる。

福島県産米粉の紹介動画
【ナッシュビル総領事館】
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 実施日時：2022年3月16日（水）
 実施場所：ケンタッキー州レキシントン市
 訴求対象：招待客（ホテル・レストランシェフ・食品

関係業者等）
 開催規模：地元関係者約40名(SNS広報は全世界)

日時等

概要

効果

 茨城県産米の特徴や味などを説明。冷めても美味
しいコメであることから、参加者には、日本の伝統食で
ある「おにぎり」として紹介。「おにぎり」は代表的な日本
食文化であることを紹介することで、日本食文化への
親しみ方や同県の柴沼しょうゆを使用した焼きおにぎり
などシンプルな食べ方を紹介できるイベントであった。

 同県産の猿島茶は、1859年に、日本から初めて米国に
輸出された緑茶であることや日本茶の健康的な効果を
説明。また、簡単な淹れ方のデモンストレーションを行
い緑茶を紹介。

 また、猿島茶のほうじ茶粉を使ったロールケーキ、和菓
子を緑茶とともに提供し、総合的に日本食を紹介。

 参加者は、今後の日本産食品の輸出に繋がる関係者
及びインフルエンサーを限定して、招待したことから約
40名であったが、これまで日本産米を食べたことがある
人だけでなく、初めて食べた人もおにぎりが大好評で
あった。参加者からは、同県産の商品の購入先の問い
合わせや、現在使用しているカリフォルニア産米から茨
城県産米に変えたい旨のコメントがあった。

 日本の食文化であるおにぎりは、理にかなった食べ方
であり、今後は自分でも作ってみたい、緑茶について新
たな理解ができた等の高評価かつ満足度の高いコメン
トが多く寄せられた。今後も、このような日本産食品を
紹介するイベントに、「ぜひ参加したい」と全員が回答。
ケンタッキー州政府経済開発庁の貿易担当者からもイ
ベントへの感謝が表明された。

 本事業により、草の根レベルで日本の食文化の理解の
促進、茨城県産米・緑茶等を通じて、日本産米及び日
本茶の魅力を紹介できた。

写真①

（日時等に関
連した写真。
事前告知フラ
イヤーなど）

茨城県産米等の紹介イベント
【ナッシュビル総領事館】

茨城県産米と
和菓子（きぬのまゆ玉）

提供されたおにぎり

猿島茶
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 実施日時：毎月1回実施（初回2021年4月16日（金））
 実施場所：ニューヨーク州ニューヨーク市

在NY総領事・大使公邸（オンライン配信）
 訴求対象：一般市民
 開催規模：各回1,500回程度（オンライン視聴回数）

（注）本事業はグラスルーツからの日米経済強化プロジェクト予算による事業ではないが、案件の趣旨・目的はグラスルーツに合致するもの。

日時等

概要

効果

 新型コロナウイルスにより困難に直面している
日本人音楽家等を支援するため、毎月1回金曜
日に公邸にて音楽コンサートを実施した。

 ジャズ、クラシック、日本伝統音楽の3つのジャ
ンルを月ごとに順次実施した。

 新型コロナウイルス対策のため、観客を最小限
とする一方で、コンサートの模様をニューヨーク
総領事館Facebookアカウントを通じてライブ配
信を行い、ニューヨーク市民のみならず、世界中
で視聴できるよう整備した。

 コンサート実施 後 はニューヨー ク総領事館
YouTubeアカウントでも動画を公開した。

 公邸で対面のみでコンサートを実施した場合、
最大でも80人程度しかゲストを招待できないとこ
ろ、オンラインで配信することにより、視聴回数
ベースではあるが、20倍近くもの人々に音楽を
届けることができた。

 また、ライブ配信時には、ニューヨーク市民のみ
ならず、ポルトガルやオーストラリアといった世
界各地から応援のメッセージが届いた。

 毎月実施される本コンサートはニューヨークでの
注目も高く、日本人音楽家のプレゼンスの向上
に資するものとなっている。

写真①

（日時等に関
連した写真。
事前告知フラ
イヤーなど）

写真②

（概要に関連し
た写真。当日
の様子など）

写真⑤

（効果に関連し
た写真。SNS反
響など）

Friday Night Live from the Ambassador’s Residence  
（公邸コンサート） 【ニューヨーク総領事館】
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 実施日時：2021年5月9日（日）
 オンライン形式（Japan Day 公式HP及びSNS上で配

信）
 訴求対象：ニューヨーク総領事館管轄地域の米国人
 YouTube視聴回数： 110,000回（2021年5月25日時点）

 Facebook視聴回数： 1,200回（2021年5月25日時点）

48

Japan Day “Thank You Project” 【ニューヨーク総領事館】

日時等

概要

効果

 新型コロナウイルス感染症の影響で「Japan Day」
（毎年5月にNYで開催される大型日本紹介事業）の
インパーソンでの実施が困難であったことから、代
わりにJapan Dayの精神（ニューヨークへの感謝、日
米市民交流の促進、日系コミュニティの連携強化）
を示すメッセージを動画で発信。

 サンドラ・エンドウ氏（第一回イベントから司会を務
める日系ジャーナリスト）、山野内NY総領事（大使）、
久保純子氏（TVキャスター）からのビデオメッセージ

 過去のJapan Dayに出演したアーティストが日本文
化を紹介（タイムズスクエアを背景によさこい踊りに
よる感謝の表示等）。

 ニューヨークへの感謝のメッセージを入れたJapan
Day特製エコバッグを製作し、日系食料品店や書店、
日米交流団体等を通じて配布。

 NHK（World News -Japanやおはよう日本）等で広
くキャリー。

 オンラインの利点を活用し、従来の参加人数（約
50,000人（過去３年平均））を上回る視聴回数（合
計約111,000人）が得られ、広く日本文化やJapan
Dayの精神をニューヨークに紹介する契機に。

 当初計画していた日本パレード（注）の2022年実
施に向け、機運を醸成する機会に。

（注）万延元年遣米使節団（正使：江戸幕府外国奉
行新見豊前守正興）が1860年にNY訪問をして160
年という節目にあたる2020年に日本パレードを計
画していたが、新型コロナ感染症の影響により延
期。

48



 実施日時：2021年5月26日（水）
 実施場所：ウェビナー
 訴求対象：在ニューヨーク及びニューヨーク

近郊の投資家・金融機関等
 開催規模：36名

49

在ニューヨーク投資家・金融機関等を対象とする情報発信

【ニューヨーク総領事館】

日時等

概要

効果

 任意のアンケートを実施したところ、満足度
は5段階評価で平均4.1の評価を得た（有効
回答数17名）。また、こうした取組の継続を要
望する声も多数寄せられた。

 今後のウェビナーで聴講したい（1）テーマ、
（2）産業については、以下の回答があった。

（1）テーマ：マクロ経済、財政政策、労働市
場・人口動態、フィンテック

（2）産業：金融、情報技術、エネルギー、イン
フラ

写真②

（概要に関連し
た写真。当日
の様子など）

写真④

（概要に関連し
た写真。当日
の様子など）

 米国の金融・経済の中心地であるニューヨー
クにおいて、「日本のマクロ経済情勢、財政
政策」をテーマに米国の投資家・金融機関等
向けウェビナーを開催。

 質疑応答では、日本の人口動態の変化が経
済に与える長期的な影響等の質問に対し、
講演者が的確に回答するなど活発な意見交
換が行われた。
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講演者：上田淳二
財務省総合政策課

経済財政政策調整官

ウェビナーの様子



 実施日時：2021年6月21日（月）
 実施場所：ニューヨーク州ニューヨーク市

ブライアント・パーク
 訴求対象：一般市民
 開催規模：600名

日時等

概要

効果

 音楽関連団体であるMake Musicと共催で6月21
日のMusic Day New Yorkにて和楽器演奏コン
サートを実施。

 Music Day New Yorkはセントラル・パークを始め
様々なオープンスペースで多数のミュージシャン
による同時演奏を行うイベントであり、過去15年
間で約1,000回の無料コンサートを実施し、約
5,000名のアーティストが参加。

 箏、三味線による日本の伝統的な楽器による演
奏の第1部と、フルート、ベース、チェロ、パーカッ
ションの西洋楽器とコラボする第2部の2部構成
で実施。

 ニューヨーク総領事館が関わる、新型コロナウィ
ル感染症の流行後初の大型野外イベントであり、
自由参加の形態であったものの、推定で600名
以上の観客が参加。

 参加者からはニューヨークのリオープンを印象
付ける良いイベントであった旨の声を多数聞くこ
とができた。

 箏、三味線の日本の伝統楽器とフルート、ベー
スといった西洋の楽器のコラボレーションについ
て大きな反響があり、日本の音楽を効果的に発
信することができた。

写真①

（日時等に関
連した写。事
前告知フライ
ヤーなど）

写真②

（概要に関連し
た写真。当日
の様子など）

写真⑤

（効果に関連し
た写真。SNS反
響など）

Music Day New Yorkにおける和楽器演奏
【ニューヨーク総領事館】
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（注）本事業はグラスルーツからの日米経済強化プロジェクト予算による事業ではないが、案件の趣旨・目的はグラスルーツに合致するもの。



 実施日時：2021年7月4日（日)・7月11日（日）～8月12日（木）
（計 14日間）

 形式：対面+オンライン（公式HP・SNS・YouTubeで発信）
 訴求対象：ニューヨーク市内の在日本人及び米国人
 ミュージシャン応募総数：56組
 イベント来場者（延べ）：約1,070名

 YouTube視聴回数（延べ）：550回（2021年8月30日時点）
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RE: OPEN JAM at Japan Village 
【ニューヨーク総領事館】

日時等

概要

 新型コロナウイルスの影響により活動が制限されていた
在NY日本人ミュージシャンの今後の活動を支援するた
め、NYの経済活動が再開されてきたタイミングにて対面
式（屋外会場、雨天時は屋内）での音楽イベントを、ブ
ルックリン区インダストリーシティ内にある「ジャパン・ビ
レッジ」主催・ニューヨーク総領事館共催にて実施。

 本イベントの入場料は無料とし、日本人だけでなく米国
人にも日本人の音楽を楽しむ機会を広く提供。

 音楽イベントでは、在NY日本人ミュージシャンの活動支
援のため、演奏の映像・音源データも提供した。

 7月4日（日・祝）のオープニングセッションでは、山野内
NY総領事が出演し、アメリカ国歌を演奏するなど日米の
文化交流も果たした。

効果

 現地日系メディアで8件、The Brooklyn Paperなどのロー
カルメディアで2件の露出を獲得。公式インスタグラムの
投稿では、220件のいいね！を獲得。

 出演者アンケートでは、「家族連れなど世代を問わず楽
しめるイベント」などの回答もあるなど参加者の満足度も
高かった。

 14 日 間 で の イ ベ ン ト 来 場 者 は 約 1,070 名 で 、
約7割が米国人であった。

 各演奏日の最終セットは抽選を外れてしまった出演希
望者や米国人アーティストなどが飛び入りで参加し、日
米での音楽交流をできる機会となった。

 当イベントの紹介を通じて、Chaplain Ingrid P. Lewis-
Martinブルックリン副区長とNY総領事館松本首席領事
との会談が実現する等、ブルックリン区ハイレベルとの
人脈形成に効果があった。

 ジャパン・ビレッジに併設された日本食フードコートや日
本食スーパーの売り上げ増加に繋がり、日本食の理解
促進・普及に貢献した。
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 実施日時：2021年9月18日（土）
 実施場所：コネチカット州フェアフィールド郡

ウエストポート
 訴求対象：一般市民
 開催規模：300名

日時等

概要

効果

 フェアフィールド郡日米協会との共催で秋
祭りを実施した。

 盆踊りを中心に、和太鼓演奏、武術演舞、
バルーンを用いたおとぎ話「桃太郎」の演
劇等の各種日本文化を紹介した。

 会場地域周辺は比較的日本文化に接する
機会の少ない地域であり、日本の祭り紹介
とともに日本のプレゼンスを示す良い機会
となった。

 コロナの影響が残る中での対面式での開
催であったが、想定以上となる約300名が
参加した。

 本イベントの実施について多数の感謝の
言葉が参加者から寄せられるなど、長引く
コロナ禍により人々が対面式のイベントを
求めていたことが感じられた。

写真①

（日時等に関
連した写。事
前告知フライ
ヤーなど）

写真②

（概要に関連し
た写真。当日
の様子など）

写真⑤

（効果に関連し
た写真。SNS反
響など）

フェアフィールド郡秋祭りwith盆踊り
【ニューヨーク総領事館】

52

（注）本事業はグラスルーツからの日米経済強化プロジェクト予算による事業ではないが、案件の趣旨・目的はグラスルーツに合致するもの。



 実施日時：2021年9月29日（水）
 実施場所：オンライン形式（Japan Society公式HP及

びSNS上で配信）
 訴求対象：米国人知識層、一般米国人他
 YouTube視聴回数：6,007回（2022年3月30日時点）
 最大同時視聴者数：588 名
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日時等

概要

効果

 全5回のオンラインセミナー”Living Traditions”第1回
“The Japanese Garden: Living Classroom of Nature, 
Architecture & Culture”を開催（日米交流団体
Japan Society主催）。

 歴史、建築、芸術哲学という視点から、日本庭園に
ついて解説。歴史の中で日本庭園がどのように形
作られ、認知され、現代社会に影響を与えてきたか
を探った。

 モデレーターは中西玲人氏（ポートランド日本庭園
財団総合企画部長）、パネリストにはKendal Brown
氏(カリフォルニア州立大学ロングビーチ校アジア美
術史教授)、Dana Buntrock氏(カリフォルニア大学
バークレー校建築学教授)、Dakin Hart氏(ノグチ美
術館 シニア・キュレーター)の3名を迎えた。

写真①

（日時等に関
連した写真事
前告知フライ
ヤーなど）

日米間人物交流事業Living Traditions
【ニューヨーク総領事館】

 オンラインでの実施により、全米各地から多数の参
加が実現。また米国に限らず、欧州、アジア等から
の参加者もみられた。

 ライブでの配信に加え、YouTubeでアーカイブ配信
を行ったことで、多くの視聴者(約6,000名)へ、日本
庭園の魅力発信を実現した。

 参加者の91.33%がイベントに非常に満足したもしく
は満足したと評価した。

 特に、多様なバックグラウンドを持つパネリストによ
る議論を通して、学際的な視点から日本庭園を捉え
られた点を評価する回答が多く、日本の魅力発信に
資する有意義な事業となった。

（注）本事業はグラスルーツからの日米経済強化プロジェクト予算による事業ではないが、案件の趣旨・目的はグラスルーツに合致するもの。
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 実施日時：2021年10月20日（水）
 実施場所：オンライン形式（Japan Society公式HP及

びSNS上で配信）
 訴求対象：米国人知識層、一般米国人他
 YouTube視聴回数：3,345回（2022年3月30日時点）
 最大同時視聴者数：377 名
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日時等

概要

効果

 全5回のオンラインセミナー”Living Traditions”第2回
“Zen and Japanese Spiritual Practices”を開催（日
米交流団体Japan Society主催）。

 日本と西洋における禅の役割と認識について議論
すると同時に、両地域における禅の実践の仕方の
違いと、コロナ後の世界における道筋についても言
及。

 モデレーターはPaul S. Atkins氏（ワシントン大学ア
ジア言語・文学教授）、パネリストには松山大耕氏
(臨済宗大本山妙心寺退蔵院副住職、スタンフォー
ド大学客員講師)、目片祥子氏(ハーバード大学東南
アジア研究科博士研究員)、Dave Morin氏(オフライ
ン・ベンチャーズ共同創業者マネージング・ディレク
ター、エサレン協会会長)の3名を迎えた。

日米間人物交流事業Living Traditions 
【ニューヨーク総領事館】

 オンラインでの実施により、全米各地から多数の参
加が実現。また米国に限らず、欧州、アジア等から
の参加者もみられた。

 ライブでの配信に加え、YouTubeでアーカイブ配信
を行ったことで、多くの視聴者(約3,300名)へ、禅の
魅力発信を実現した。

 参加者の86.78%がイベントに非常に満足したもしく
は満足したと評価した。

 日本と米国における禅の実践の違いに関して学び
が多かったという声や、イベントを通して日本に対す
る好感度が高まったという声が多数寄せられた。

（注）本事業はグラスルーツからの日米経済強化プロジェクト予算による事業ではないが、案件の趣旨・目的はグラスルーツに合致するもの。
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 実施日時：2021年11月12日（金）
 実施場所：オンライン形式（Japan Society公式HP及

びSNS上で配信）
 訴求対象：米国人知識層、一般米国人他
 YouTube視聴回数：2,582回（2022年3月30日時点）
 最大同時視聴者数：198 名
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日時等

概要

効果

 全5回のオンラインセミナー”Living Traditions”第3回
“Eiichi Shibusawa: The Spirit of Japanese Ethical 
Capitalism & Sustainability”を開催（日米交流団体
Japan Society主催）。

 渋澤栄一の没後90周年を記念し、渋澤の教えや残
した言葉の今日における妥当性について討論。渋
澤による社会課題解決に向けた考え方や「新しい資
本主義」への意味合いにも言及。

 モデレーターはJoshua W. Walker氏（Ph.D. President 
& CEO Japan Society）、パネリストにはChristina 
Ahmadjian氏(一橋大学大学院商学研究科教授)、渋
澤健氏(シブサワ・アンド・カンパニー代表取締役、コ
モンズ投信取締役会長)の2名を迎えた。

日米間人物交流事業Living Traditions 
【ニューヨーク総領事館】

 オンラインでの実施により、全米各地から多数の参
加が実現。また米国に限らず、欧州、アジア等から
の参加者もみられた。

 ライブでの配信に加え、YouTubeでアーカイブ配信
を行ったことで、多くの視聴者(約2,600名)へ発信を
実現した。

 参加者の91.43%がイベントに非常に満足したもしく
は満足したと評価した。

 日本は前向きに変化を追い求め、他国からのアイ
デアも柔軟に受け入れる国であるという印象を与え
ることができ、イベントを通して日本に対する好感度
が高まったという声が多数寄せられた。

（注）本事業はグラスルーツからの日米経済強化プロジェクト予算による事業ではないが、案件の趣旨・目的はグラスルーツに合致するもの。
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 実施日時：2021年11月19日(金)～21日(日)
 実施場所：ニューヨーク市ジャビッツ・センター
 訴求対象：ニューヨーク総領事館管轄地域の米国人
 開催規模：3日間延べ来場者数100,000名以上、事

前広報動画：（YouTube視聴回数62,000回、
Facebook視聴回数：13,000回（2022年3月時点））

日時等

概要

効果

 ニューヨーク最大規模のアニメコンベンション「アニメ
NYC」は2年ぶりに有観客で開催され、非常に多くの
参加者が来場した。

 山野内ニューヨーク大使による｢鬼滅の刃｣テーマソ
ングのピアノ演奏を事前収録し、ニューヨーク総領
事館SNSで広報した。

 ニューヨーク総領事館はアニメNYCと共催し、会場メ
インステージ上の巨大スクリーンに日本発祥の最新
アニメ技術(ヴァーチャル・インフルエンサー)を用い
た公演を行い、メインステージ前のブースでは、
ヴァーチャル・インフルエンサーを紹介する展示を
行った。

 ステージ上では、日米演奏家によるアニメ｢僕のヒー
ローアカデミア｣の各テーマソングの演奏を行った。

 著名な若手作曲家の初のニューヨークでの本格的
なイベント公演を総領事館が支援したことで、日本
のアニメ関係者のニューヨーク進出を慫慂。

 最新アニメ技術のNYの大規模アニメコンベンション
への初出展を総領事館が支援し、実績を残したこと
で、アニメ関連企業の海外進出の足掛かりを形成。

 現地の主要米系アニメ企業と総領事館が連携して
事業を実施したことで、本年5月に初開催を予定して
いる｢ジャパン・パレード｣に多くのアニメ関係者が参
加予定となる等、早くも様々な波及効果・モメンタム
が発生。

 日本アニメに見識のあるベン・ケイロス・ニューヨー
ク市議会議員より、総領事館によるアニメを通じた
日米経済関係強化の取り組みを評価する旨発言が
あった。

（日時

アニメNYCにおける日本の最先端アニメ紹介事業

【ニューヨーク総領事館】
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林ゆうき氏（作曲家）

ステージ上での演奏の様子

ブース展示

ヴァーチャル・インフルエン
サーを用いた公演

日米の演奏家

ニューヨーク総領事館
Twitterで発信



 実施日時：2021年12月１日（水）
 実施場所：オンライン形式
 訴求対象：ニューヨーク在住の金融関係者
 参加者：30名

参加者に配送された
日本酒と料理

57

日時等

概要

効果

 発信力が高いニューヨークの金融関係者に対して、
日本酒の魅力を伝えることで、日本酒の認知度向
上を目指すとともに、金融関係者とのコミュニケー
ションの円滑化を図るため、オンラインセミナーを
実施。

 山野内総領事（大使）の挨拶に続き、外部講師や
酒蔵からのプレゼンを実施し、日本酒とワインの比
較や、製造工程・原材料など日本酒の基礎を説明。

 参加者（約30名）には、事前に日本酒及び料理を
配送することで、セミナーの中で実際に試食・試飲
ができるよう工夫し、日本酒のテイスティングや料
理とのペアリングを解説。

 参加者の90％以上がフルで視聴し、アンケート結
果によれば、セミナー全体の評価は、5点満点で
4.85点という高評価。また、「日本酒に対する理
解・関心が深まった」、「更に日本酒を試してみた
い」との具体的なコメントが多数あった。

 プレゼンテーションだけでなく、参加者との意見交
換の機会を多く設け、「酒の旨味を計測する指標
はあるか」、「酒の温度は何度が適切か」など、参
加者から10件の積極的な質問が出るなど、目標
としていたインタラクティブなセミナーを行う事が
出来た。

 参加者にはマンハッタンで実際に日本酒を購入で
きる場所の情報を共有した。日本酒の魅力と認知
度向上の機会になり、現地での販売・消費の促進
効果も期待出来る。

日本産酒類に関する金融関係者向けウェビナー

【ニューヨーク総領事館】

写真③

（概要に関連し
た写真。当日
の様子など）

写真④

（概要に関連し
た写真。当日
の様子など）
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山野内総領事の挨拶



 実施日時：2021年12月6日（月）
 実施場所：ニューヨーク州ニューヨーク市
 訴求対象：在ニューヨーク及びニューヨーク近郊の

投資家・金融機関等（Franklin Templeton、BBH等）
 開催規模：69名

58

日時等

概要

効果

 日本政府が一体となって取り組んでおり、投資家
の関心も高い政策分野の一つである「世界に開か
れた国際金融センターの実現」をテーマに、米国投
資家等向けウェビナーを開催した。同テーマでの開
催は、3月に続き2度目。

 開催にあたり、米国外で関心のある金融機関等に
も参加を呼びかけた。金融庁監督局参事官から、
外国の金融機関や投資家を日本に誘致することを
目的とした省庁横断的取組みや、3月以降のアップ
デートについて発信した。

 投票機能や質疑応答の機会を活用し、講演者と参
加者との間で活発な意見交換が行われた。

 任意のアンケートを実施したところ、①満足度は5
段階中で平均4.2、②理解度は4段階中で平均3.3と、
総じて高い評価を得た（有効回答数25名）。

 セミナーに対する具体的なコメントとして、多くの新
しい情報を学ぶことができた、金融センターとし
ての日本について理解を深めることができた、
金融規制の問題について関連省庁と対話する
良い機会だった、といった意見が見られた。

 また、日本はグローバルな競争相手と比較して
も最良の規制環境を確立した、など政府の取組
を評価する声が多数寄せられた。

 アンケート外でも、日本での拠点設置の可能性に
ついて検討すべく、講演者とのコンタクトを希望す
る米国金融機関がみられた。

在ニューヨーク投資家・金融機関等対象：「世界に開かれた国際金融

センターの実現」についての情報発信 【ニューヨーク総領事館】

写真③

（概要に関連し
た写真。当日
の様子など）
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 実施日時：2021年12月16日（木）
 実施場所：オンライン形式（Japan Society公式HP及

びSNS上で配信）
 訴求対象：米国人知識層、一般米国人他
 YouTube視聴回数：2,462回（2022年3月30日時点）
 最大同時視聴者数：370 名

59

日時等

概要

効果

 全5回のオンラインセミナー”Living Traditions”第4回
“Architecture as Environment: A Conversation with 
Kengo Kuma and Toshiko Mori”を開催（日米交流団
体Japan Society主催）。

 現代における建築物と自然環境の関連性を日米双
方の視点から探った。異文化間のダイナミクスに関
する議論に加え、今後の建築において地域社会と
深いつながりを生み出す重要性にも言及。

 インタビュワーはBotond Bognar氏(イリノイ大学アー
バナ・シャンペーン校建築学教授)、モデレーターは
Ken Tadashi Oshima氏（ワシントン大学建築学教
授）、パネリストには隈研吾氏(建築家、東京大学特
別教授・名誉教授)、森俊子氏(ハーバード大学大学
院デザイン研究科建築実務教授) の2名を迎えた。

写真①

（日時等に関
連した写真事
前告知フライ
ヤーなど）

日米間人物交流事業Living Traditions 
【ニューヨーク総領事館】

 オンラインでの実施により、全米各地から多数の参
加が実現。また米国に限らず、欧州、アジア等から
の参加者もみられた。

 ライブでの配信に加え、YouTubeでアーカイブ配信
を行ったことで、多くの視聴者(約2,500名)へ発信を
実現した。

 参加者の81.13%がイベントに非常に満足したもしく
は満足したと評価した。

 特に日本の建築におけるサステナビリティの精神に
共感する意見が多く、イベントを通して日本に対する
好感度が高まったという声が多数寄せられた。

（注）本事業はグラスルーツからの日米経済強化プロジェクト予算による事業ではないが、案件の趣旨・目的はグラスルーツに合致するもの。
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 実施日時：2022年2月16日（水）
 実施場所：オンライン形式（Japan Society公式HP及

びSNS上で配信）
 訴求対象：米国人知識層、一般米国人他
 YouTube視聴回数：3,375回（2022年3月30日時点）
 最大同時視聴者数：415名

60

日時等

概要

効果

 全5回のオンラインセミナー”Living Traditions”第5回
“Japanese Pop Culture: Connecting the World 
through Manga and Anime”を開催（日米交流団体
Japan Society主催）。

 漫画・アニメが世界に与えた影響、米国での人気、
今後の可能性について討論。斬新なマルチメディア
体験を提供する事例や日本における漫画クリエイ
ターの待遇に関する問題意識に関しても言及。

 モデレーターはWilliam Tsutsui氏（オタワ大学学長、
歴史学教授）、パネリストにはRoland Kelts氏(作家、
ジャーナリスト、学者、早稲田大学非常勤講師)、
Julia Mechler氏(漫画家、株式会社ミクシィ コンテン
ツ・プロダクション・グループ・マネージャー) の2名を
迎えた。

写真①

（日時等に関
連した写真事
前告知フライ
ヤーなど）

日米間人物交流事業Living Traditions 
【ニューヨーク総領事館】

 オンラインでの実施により、全米各地からの多数の
参加が実現。また米国に限らず、欧州、アジア等か
らの参加者もみられた。

 ライブでの配信に加え、YouTubeでアーカイブ配信
を行ったことで、多くの視聴者(約3,400名)へ、漫画・
アニメの深い魅力発信を実現した。

 漫画・アニメに関してすでに関心が高い層と、あまり
関心が高くない層の両方が参加していたが、参加者
の98.37%がイベントに非常に満足したもしくは満足し
たと評価した。

 特に漫画・アニメの歴史的な起源に関して学びが多
かったとする意見が多く、日本文化の魅力発信に資
する有意義な事業となった。

（注）本事業はグラスルーツからの日米経済強化プロジェクト予算による事業ではないが、案件の趣旨・目的はグラスルーツに合致するもの。
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 実施日時：2022年2月17日（木）
 実施場所：ニューヨーク州ニューヨーク市
 訴求対象：在ニューヨーク及びニューヨーク近郊の

投資家・金融機関（投資ファンド、大手銀行等）
 開催規模：51名

61

日時等

概要

効果

 気候変動が世界的に注目を集める中、日本政府
が重点的に取り組んでおり、投資家の関心も高い
政策分野の一つである「日本における持続可能な
ファイナンスの促進」をテーマに、米国投資家等向
けウェビナーを開催した。

 金融庁の西田サステナブルファイナンス推進室長、
他がプレゼンテーションを実施し、企業開示の向上、
市場機能の発揮、金融機関の投融資先支援とリス
ク管理等について説明。

 その後、金融庁の井藤総括審議官等も含めて、質
疑応答を実施し、講演者と参加者との間で活発な
意見交換が行われた。

 任意のアンケートを実施したところ、①満足度は5
段階中で平均4.1、②理解度は4段階中で平均3.3と、
総じて高い評価を得た（有効回答数11名）。

 セミナーに対する具体的なコメントとして、タイム
リーに重要な課題について多くの新しい情報を学
ぶことができた、政府の考えや具体的な課題を深く
理解することができた、といった意見が見られた。

 また、日本市場に海外金融機関を誘致するため定
期的に海外に情報を発信することは重要、今後も
このようなセミナーを開催し幅広い話題を提供して
ほしい、など今回のような情報発信の取組を評価
する声が寄せられた。

 本ウェビナーを通じて、持続可能なファイナンスに
関する日本の取組みについて情報発信することで
日本への関心を高め、日米経済関係強化に繋がる
機会となった。

在ニューヨーク投資家・金融機関等対象：「持続可能なファイナンスの

促進」についての情報発信 【ニューヨーク総領事館】

写真③

（概要に関連し
た写真。当日
の様子など）
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Mr. Ito joined the Ministry of Finance in 1988, where he 
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OECD in Paris for three years, from 2003, and acted as 
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2006. Mr. Ito has worked for the JFSA since 2007, but 
also spent two years as Budget Examiner for the Budget 
Bureau of the Ministry of Finance along the way. He has 
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regulation of financial markets, the supervision and 
monitoring of financial institutions, and has worked as 
Executive Secretary to the Minister for Financial 
Services and as Director for Diet Relations. He was 
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Mr. Ito received a B.A. in Law from the University of 
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Yuki NISHIDA
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Aiko Kozaki
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Office, Japanese Financial Services Agency

Mr. Nishida has been working on a multitude of policy issues related to financial regulation and market 
development. He has held various roles in supervision, regional bank reform, and had worked to 
enhance the OTC derivatives markets and contribute to international works related to financial data 
and markets.

Mr. Nishida holds an M.A in political science from Johns Hopkins University and a B.A. in Economics 
from Tokyo University.

After working for an asset management company in Japan, Ms. Kozaki conducted ESG assessments to 
help financial institutions develop and market ESG investment products belonging to a Japanese 
domestic think tank for nearly eight years. She has worked for the Sustainable Finance Office, Financial 
Services Agency since 2020.

Ms. Kozaki holds a Masters of Public Policy and Management degree from the University of 
Pittsburgh’s Graduate School of Public and International Affairs. She received a B.A. in Policy 
Management from Keio University.

質疑応答の様子



 実施日時：2022年3月3日（木）
 実施場所：ニューヨーク州ニューヨーク市
 訴求対象：在ニューヨーク及びニューヨーク近郊の

投資家・金融機関（投資ファンド・大手銀行等）
 開催規模：34名

62

日時等

概要

効果

 日本企業・政府においてデジタル・トランスフォー
メーションの取組みが進められているところ、とりわ
け国内外の注目度が高い分野である「日本のフィ
ンテックの動向」をテーマに、米国投資家等向け
ウェビナーを開催した。

 フィンテック企業関連団体である日本フィンテック協
会の河合祐子氏（理事）、貴志優紀氏（常務理事）、
及び鬼頭武嗣氏（代表理事副会長）が、実務者の
視点から、日本のフィンテック企業の現状・課題・今
後や、政府の取組とその評価について発信した。

 パネルディスカッションや質疑応答の機会を活用し、
講演者と参加者との間で活発な意見交換が行わ
れた。

 任意のアンケートを実施したところ、①満足度は5
段階中で平均4.4、②理解度は4段階中で平均3.6と、
総じて高い評価を得た（有効回答数7名）

 セミナーに対する具体的なコメントとして、様々なパ
ネリストの意見や、視点が聞けて良かった、中国な
ど他国と比較した日本のフィンテックの状況やフィ
ンテックがどのようにデジタルトランスフォーメンショ
ンを促しているのかが良く理解できた、といった意
見が寄せられた。

 本ウェビナーを通じて、日本の金融・経済情勢や政
策の方向性について情報発信することで日本への
関心を高め、日米経済関係強化に繋がる機会と
なった。

在ニューヨーク投資家・金融機関等対象：「日本のフィンテックの動向」

についての情報発信 【ニューヨーク総領事館】

写真③

（概要に関連し
た写真。当日
の様子など）
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プレゼンテーション
の様子

（パネルディスカッ
ション、意見交換
の様子）

河合裕子氏

貴志優紀氏

鬼頭武嗣氏



 実施日時：2022年3月29日（水）
 実施場所：オンライン形式
 訴求対象：ニューヨーク在住の金融関係者
 参加者：25名

日時等

概要

効果

 ニューヨーク経済の中心に立ち、発信力が高い金融
関係者に対して、日本酒・焼酎の魅力を伝えること
で、その認知度向上を目指すとともに、金融関係者
とのコミュニケーションの円滑化を図るため、オンラ
インセミナーを実施。

 森ニューヨーク総領事（大使）の挨拶に続き、外部
講師からのプレゼンテーション・パネルディスカッ
ションを実施し、製造工程・原材料など基礎を説明
するとともに、日本酒と焼酎の比較等を紹介。

 参加者には、事前に日本酒・焼酎及び料理を配送
することで、セミナーの中で実際に試食・試飲ができ
るよう工夫し、日本酒・焼酎のテイスティングや料理
とのペアリングを解説。

 参加者の90％以上がフルで視聴し、アンケート結果
によれば、セミナー全体の評価は、5点満点で4.68
点という高評価。また、「焼酎を飲むのは初めての
経験で、今後積極的に試したい」、「製造過程や原
材料に関する説明が興味深かった」との具体的なコ
メントが多数あった。

 プレゼンテーションだけでなく、参加者との意見交換
の機会を多く設け、参加者から10件の積極的な質
問が出るなど、目標としていたインタラクティブなセ
ミナーを行う事が出来た。

 参加者の関心もあった、マンハッタンで実際に日本
酒・焼酎を購入できる情報（小売り・オンライン）を共
有したことで、今後の日本酒・焼酎の認知度向上の
機会になり、販売・消費の拡大が期待される。

日本産酒類（日本酒・焼酎）に関する
金融関係者向けウェビナー 【ニューヨーク総領事館】

写真③

（概要に関連し
た写真。当日
の様子など）

森ニューヨーク総領事
（大使）の挨拶

事前に配送した
日本酒・焼酎等
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 実施日時：2022年2月19日（土）～27日（日）
 実施場所：グアム準州（オンライン開催）
 訴求対象：グアム準州在住の米国人
 視聴実績：JCEG2022公式ウェブサイト閲覧者数336

名。Facebookフォロワー90名、Instagramフォロワー
749名・アカウント閲覧数52,997名

64

日時等

概要

効果

 新型コロナウイルスの影響で、毎年グアム日本人
会が実施していた「秋祭り」が2年連続で中止になっ
たため、オンラインイベント「JCEG2022」を開催し、
日本の魅力を多くのグアム在住米国人に紹介し、
日本への理解を深めてもらう機会を提供した。

 同イベントでは、「The bonds between Japan and
Guam」と題し、グアム準州知事やグアム日系人等、
日本にゆかりの深いグアムの人々に、日本との関
係やその魅力についてインタビューした動画やJET
卒業生とグアム現地校・日本学校の生徒とのオンラ
イン交流の様子をTV番組及びSNS上で配信。

 バーチャル日本ツアーと題し、日本各地の映像や、
合気道、極真空手の紹介動画をSNS上で配信。

Japan Cultural Exploration in Guam (JCEG) 2022

【ハガッニャ総領事館】

写真④

（概要に関連し
た写真。当日
の様子など）
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 Instagramを活用し日本各地の様子を英語でレポー
トする映像を配信したところ、特に雪景色やスノー
ボードの映像の視聴回数が他の映像に比べても高
く、雪を知らないグアムの人々の日本の雪国やウィ
ンタースポーツに対する関心の高さがうかがわれ、
身近なウィンター・リゾート先としての日本をアピー
ルでき、今後のインバウンド効果につながった。な
お、Instagramをはじめとする、幅広いSNSのユー
ザーに日本の魅力をアピールする契機となった。

 JETプログラム（語学指導等を行う外国青年招致事
業）卒業生とグアム現地校の生徒との交流イベント
では、子ども達から積極的に質問が出る等、将来、
日グアム関係の一躍を担う存在となる人材育成の
一助となった。

イベントフライヤー

Instagram 配信

レオン・ゲレーロ
グアム準州知事

グアム日系人への
インタビュー

学生間交流の様子



 実施日時：2021年7月8日（木）～11日（日）
 実施場所：テキサス州ヒューストン市
 訴求対象：アニメや日本文化に興味を持つ米国人
 開催規模：600人（アニメ祭り全体では、4日間で延べ約

60,000人が来場）

アニメ祭りにおける日本文化紹介
【ヒューストン総領事館】

日時等

概要

効果

 北米第4位の規模を誇るアニメ・コスプレ及び日本文化
紹介イベントである「アニメ祭り（Anime Matsuri）」に総
領事館として参加。開会式においては、ターナー・ヒュー
ストン市長とともに、福島総領事（当時）が「鬼滅の刃」
の衣装を着て登場。

 会場となったブラウン・コンベンションセンター内に総領
事館ブースを設置し、「絵馬」を題材とした日本文化紹
介や、体験アクティビティ、ＪＥＴプログラム、日本留学、
観光情報を発信。

 会場内のイベント・スペースで、総領事館職員から、簡
単な日本語講座やアニメに使われるシーンと現実の対
比を紹介するプレゼンテーションを実施。また、「東京オ
リパラ」と「日本の妖怪」をテーマとしたプレゼンテーショ
ンも実施。

 会場外では、和楽器によるコンサートや相撲大会が開
催されたほか、お祭り屋台をイメージした飲食スペース
が実施されるなど、アニメ以外の日本文化の紹介も行
われた。

 開会式での市長と総領事のコスプレは話題となり、地元
メディアが写真を掲載したほか、一般市民から文化交流
を楽しむ両者の姿に好意的な意見が寄せられ、日本に
対する良好なイメージ形成に繋がった。

 総領事館ブースとプレゼンテーションに関する来場者ア
ンケートでは、アニメやマンガ等との共通点や相違点と
いう視点で日本の文化や風習、慣習等を深堀りして紹
介する手法を評価する声が多く、日本の実像について
より理解が深まった、好きな日本の作品内に出てくる文
化的な事柄について調べてみたくなった、という前向き

なコメントが多く寄せられた。

「鬼滅の刃」の衣装

総領事館ブース

プレゼンテーション

相撲大会

（注）本事業はグラスルーツからの日米経済強化プロジェクト予算による事業ではないが、案件の趣旨・目的はグラスルーツに合致するもの。
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 実施日時：2021年9月24日（金）
 実施場所：テキサス州プレイノ（ダラス近郊）
 訴求対象：北テキサスの政治家、企業関係者ほか
 イベント出席者：30名
 YouTube視聴回数：180回（全体版）100回（短縮版）
 Facebook視聴回数：50回（短縮版）（2021年11月末現在）

日時等

概要

効果

 ジョン・スティック元在ダラス日本国名誉総領事
は、16年の任期において、日本と北テキサスと
の友好親善と交流を促進するとともに、特に北
テキサスへの日本企業進出に貢献したことから、
2020年、旭日中綬章を受章していた。

 スティック氏の勲章伝達式の様子の動画（全体
版）を作成し、北テキサスの政治家、米国企業、
日本企業、日米交流関係者等に送付した。

 一般市民向けの動画（短縮版）も作成し、総領
事館のウェブサイト及びFacebookに掲載した。

 スティック氏は、受章スピーチにおいて、北テキ
サスにおける日本企業の数が過去10年間で2
倍以上に増えたことなど、同地域への日本企業
進出の歴史を説明し、日本企業の貢献をア
ピールした。

 来賓による祝辞として、七条在ダラス名誉領事、
シーファー元駐日大使、ヴォルカー・リチャード
ソン市長や日本企業関係者が、それぞれの立
場から良好な日米の経済関係に言及した。

 動画の視聴回数は、全体版180回、短縮版150
回（YouTubeとFacebookの合計）となり、招待客
に限らず、地元の一般市民にも発信することが
できた。

 動画の視聴者からは、すばらしいイベントであっ
た、動画を関係者に共有したい、などの反応が
あった。

北テキサスへの日本企業進出ＰＲイベント
【ヒューストン総領事館】

福島ヒューストン総領事（当時）

スティック元在ダラス
日本国名誉総領事

七条在ダラス名誉領事

シーファー元駐日大使

ヴォルカー・リチャー
ドソン市長

西谷ヴァーチュアス・
キャピタル社長

動画（一般市民向け）

会場の様子
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 実施日時：2021年11月20日（土）
 実施場所：テキサス州フリスコ
 訴求対象：ダラス・フォートワース地域の米国人
 開催規模：約2,000人

日本企業ブース出展

67

日時等

概要

効果

 日本企業数が過去10年で2倍以上に増加し、日本
への関心が年々高まっているダラス・フォートワース
地域において、秋の行事の「お月見」をテーマに交
流イベントを開催した。

 ステージでは、太鼓や尺八、居合道のパフォーマン
スや俳句コンテスト等日本文化を紹介するイベント
を実施した。

 ブースでは、日本文化関係団体が書道や折り紙、
生け花等の体験アクティビティを行い、また、日本企
業ブース（伊藤園、日本航空）を出展し、日本企業
の取組を宣伝した。

 出店エリアでは、地元の日本日用品店が日本の雑
貨や日本食品（お団子、お餅等）の販売を行った。
寿司を提供するフードトラックも出店され、日本食に
親しむ機会を提供した。

 開会式では、フリスコ市長が開会挨拶を行うなど、
地域から歓迎されたイベントとなり、日本コミュニ
ティによる地域社会・経済への貢献をアピールす
る機会となった。

 参加者からは、「日本文化に親しみを持てた」、「日
本のお茶やお菓子が美味しかった。スーパーで見
かけたら買ってみたい。」といった声が聞かれた。

 地元で活動する米国人の知日派YouTuberが、お
月見祭りの様子を紹介する動画を投稿、約70,000
回再生され、2,500の高評価を得ている（12月28日
時点）。コメント欄にも日米双方の視聴者からこうし
た交流を歓迎するコメントが寄せられている。

写真①

（日時等に関
連した写真。
事前告知フラ
イヤーなど）

お月見イベントを通じた日米経済関係の強化

【ヒューストン総領事館】
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 実施日時：2022年1月28日～3月31日（作成期間）
 実施場所：SNSを通じての発信、各種イベントでの

上映
 訴求対象：ヒューストン地域在住の米国人
 視聴回数：1,382回（Youtube、Facebookで発信、公

開2週間後時点）

➀ラーメン

日時等

概要

効果

 和食を日常の食事の選択肢として捉えてもらうこ
とを目指し、「ヒューストンで楽しむ和食」をテー
マに「Washoku Roundup Houston」と題した5本
の短編動画シリーズを作成。

 題材は、典型的な和食のみならず、日本人が普
段から親しんでいる料理や食事スタイル等も紹
介する観点から、①ラーメン、②居酒屋、③鮨・
ひつまぶし、④日本食材店探訪、⑤（番外編）日
本風洋菓子の5つ選定。

 動画は、地元和食レストランや日本食材店にレ
ポーターが訪問し、料理人やオーナーとの会話
を通じて料理を紹介する形式で進行。

 動画は総領事館のみならず、日米協会などの日
本関係団体のSNS等を通じて広く発信中。日本
関係行事においても活用していく予定。

 動画で紹介した店以外から「動画をきっかけに和
食に興味をもったと話す客が来店した」といった
話も出ており、ヒューストン地域の和食を広く発
信することができた。

 継続的な発信を通じて、和食・日本食材の消費
拡大、和食を通じた日本への理解促進につなが
ることを期待。

ヒューストンにおける和食プロモーション動画作成
【ヒューストン総領事館】
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②居酒屋

③鮨・ひつまぶし

④日本食材店探訪

⑤（番外編）日本風洋菓子



 実施日時：2022年3月11～31日
 実施場所：オンライン形式
 訴求対象：テキサス・オクラホマ州在住の一般米

国人
 開催規模：参加者・視聴者133人

日時等

概要

効果

 新型コロナウィルス感染症の影響により対面イ

ベントの実施が困難な状況に鑑み、日本映画を

通じたアウトリーチとして開催。

 近年制作の日本映画3本を1週間ずつオンライン

プラットフォームを活用して配信上映。

 日本らしさが感じられるポップな実写作品、親子

で楽しめるアニメーションを選定し、日本の映画

芸術を発信。さらに、作品中の描写を通じて、日

本文化や社会について理解を深める機会を提

供。

 Facebookを活用した広報により、日本語学習者

などの日本関心層以外の一般層にも訴求。

 参加者アンケートでは全ての回答者がイベン

トに満足、84％が対日理解の促進につながっ

たと回答。日本映画のエンターテイメント性を

評価する声や、日本文化や根底に流れる価

値観をより深く理解できたという声が寄せられ

た。

 総領事館Facebookの広報記事は、エンゲー

ジメント数が1,800回を超え、累計68回シェア

されたほか、フォロワーが54人増加になるな

ど、日本関心層の拡大につながった。

日本映画上映会（オンライン）
【ヒューストン総領事館】
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（注）本事業はグラスルーツからの日米経済強化プロジェクト予算による事業ではないが、案件の趣旨・目的はグラスルーツに合致するもの。

イベントフライヤー

やっさだるマン
（配給：スターキャット）

サムライせんせい
（配給：スタジオウェイブ）

ペンギン・ハイウェイ
（配給：東宝映像事業部）



 実施日時：2022年3月12日（土）
 実施場所：オンライン形式
 訴求対象：テキサス州内日本語学習者
 開催規模：参加者・視聴者数430人

落語家の桂三輝氏

日時等

概要

効果

 テキサス州の主要４都市圏（ヒューストン、ダ
ラス・フォートワース、サンアントニオ、オース
ティン）における地区大会の上位成績者を対
象に、日本語スピーチコンテストを開催。

 全米大会出場を決める高校生フリースピーチ
部門のほか、詩の暗唱、俳句、大学生フリー
スピーチ、オープンの5部門について、出場者
がそれぞれの学習レベルに合わせて日頃の
学習の成果を披露。

 カナダ出身の落語家である桂三輝（かつらサ
ンシャイン）氏がスペシャルゲストとして登場
し、落語小話を披露。また、元JET参加者によ
る日本での経験紹介など、日本文化について
理解を深める機会も提供。

 全体で430人、出場者・大会関係者を除くと
370人の配信視聴者を獲得することができた。

 出場者からは、「他の出場者の実力を聞い
て刺激を得た、更に日本語の勉強をがんば
りたい」といった前向きなコメントが聞かれた。

 ヒューストンの日本関連団体が広く運営に参
加することにより、日本コミュニティが一丸と
なって日本語学習者を応援していることを
PRする機会となった。

テキサス州日本語スピーチコンテスト
【ヒューストン総領事館】

（注）本事業はグラスルーツからの日米経済強化プロジェクト予算による事業ではないが、案件の趣旨・目的はグラスルーツに合致するもの。

村林ヒューストン総領事
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 実施日時：2021年5月6日（木）
 実施場所：オンライン形式
 訴求対象：日系企業
 開催規模：72名

71

日時等

概要

効果

 ジェトロ・ニューヨークとの共催により、日系企業を対
象にコネティカット州の投資環境についてのウェビ
ナーを開催。

 冒頭、ラモント州知事が挨拶し、同州は日本と同様
に経済、教育水準が高い一方で、ボストンやニュー
ヨークよりも低コストでビジネスに最適な地域である
こと等が紹介された。

 州経済開発機構（AdvanceCT）から州の投資環境に
ついて、州政府の各当局からは同州が推進する施
策についての紹介がなされた。製造業担当当局か
らは、洋上風力、蓄電池等の環境・エネルギー関連
の産業育成に向けた施策について、保険・金融担当
当局からは、先進技術（AI、ブロックチェーン）の活
用に関する取組、バイオサイエンス担当当局からは、
大学間の連携や技術移転による起業等を通じた産
業育成の取組が紹介された。

 ラモント州知事を始め州政府の要職から直接同州
の投資環境をアピールする機会を提供し、今後の両
地域の経済関係強化につながる取組となった。

 日系企業からは、コネティカット州の投資先としての
魅力を、改めて認識する機会となり、大変参考に
なった、との感想が寄せられた。

 名誉領事の協力の下、現地市長ら自治体関係者等
を巻き込んだ日系企業の対米投資に関する議論を
踏まえて実現した事業であり、コネティカット州政府
だけでなく自治体関係者など多くの有力者に日系企
業の投資による貢献を直接印象付けることができた。

コネティカット州
ラモント知事

大森
ボストン総領事

コネティカット州
クーパー製造部門

最高責任者

コネティカット州
ホシヴァー

BioCT 社長兼CEO

河本JETROニュー
ヨーク事務所長

（注）本事業はグラスルーツからの日米経済強化プロジェクト予算による事業ではないが、案件の趣旨・目的はグラスルーツに合致するもの。

コネティカット州の投資環境についてのウェビナー
【ボストン総領事館】
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 実施日時：2021年6月29日（火）
 実施場所：オンライン形式
 訴求対象：非日系スタートアップ企業、日系企業
 開催規模：50名

日時等

概要

効果

 ケンブリッジ・イノベーション・センター（CIC）ジャパ
ン・デスクとの共催により、日本企業のデジタルトラ
ンスフォーメーションが非日系スタートアップ企業に
どのような機会を創出するかについて議論するオン
ライン・イベントを開催。

 基調講演では、米コンサルティング企業AZCAと日
本能率協会が2020年に行った日本企業のデジタル
トランスフォーメーションに関する調査結果について
概説。

 日系企業（Hitachi America）、日本市場に進出した
米系スタートアップ企業（Loop）、海外スタートアップ
企業の日本参入や日系企業との連携を支援する企
業（Anchorstar）によるパネルディスカッションを行っ
た。

 ボストン総が2018年以来サテライト・ブースを継続的
に設置しているCICとの協力の一環で実現したウェビ

ナーであり、本事業を通じて日系企業と現地企業と
の交流が更に強化された。

 オンラインの利点を活かし、米国にとどまらず欧州
へも日系企業の取組が発信され、対面セミナーだけ
では訴求できなかった地域への発信が実現。

 日本企業のデジタルトランスフォーメーションの現状
や課題を伝え、日本におけるデジタル化の加速が、
優れたデジタル技術や人材を有する非日系スタート
アップ企業にとってビジネス機会となることをアピー
ルし、日本への直接投資促進を支援。

大森
ボストン総領事

パネル
ディスカッション

の様子①

ウェビナーの
フライヤー
イメージ①

ウェビナーの
フライヤー
イメージ②

パネル
ディスカッション

の様子②

（注）本事業はグラスルーツからの日米経済強化プロジェクト予算による事業ではないが、案件の趣旨・目的はグラスルーツに合致するもの。

日本企業のデジタルトランスフォーメーションについての

ウェビナー開催 【ボストン総領事館】
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 実施日時：2021年11月～2022年1月
 実施場所：米ニューイングランド地方（コネティカット

州、メイン州、マサチューセッツ州、ニューハンプ
シャー州、ロードアイランド州及びバーモント州）

 訴求対象：日本語を学習している小中高生
 応募作品数：総計144

73

日時等

概要

効果

 米国ニューイングランド地方で日本語を学習する小
中学生を対象に、2022年の干支である寅と新年の
あいさつを入れた手書き及びデジタル作成の年賀
状のコンテストをボストン総領事館主催で実施。本
年で９回目の開催。

 ニューイングランド地方で日本語クラスを開講してい
る小中高１５校に応募要項を送付し、各校の日本語
クラスの教員の協力を得て、作品を募集。

 ボストンの美術館、博物館、日本文化関連団体、日
系企業関係者等による審査によって、小学生・中学
生・高校生の部門ごとに入賞作品（１位～３位）を決
定。

 入賞作品は、ボストン子ども博物館の京都の町家
設置エリア及び在ボストン日本国総領事館のホー
ムページ等にも掲載され、ボストン地域の人々に対
する日本文化紹介の一端を担った。

 ニューイングランド地方の小中高で日本語を学んで
いる生徒に年賀状作成の機会を提供することにより、
日本語学習と日本文化の普及に貢献した。

年賀状コンテスト

【ボストン総領事館】

入賞作品①

入賞作品②

入賞作品③

入賞作品④

入賞作品⑤
（注）本事業はグラスルーツからの日米経済強化プロジェクト予算による事業ではないが、案件の趣旨・目的はグラスルーツに合致するもの。
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 実施日時：2022年1月19日（水）18：00-19：15
 実施場所：オンライン形式
 訴求対象：日米のスタートアップ企業、日系大企業、

研究者
 開催規模：約７０名

74

日時等

概要

効果

 ＣＩＣ（ケンブリッジ・イノベーション・センター）ジャパ
ン・デスクとの共催により、日米のロボット開発・事
業の紹介及び比較を行うとともに、今後のロボット
活用について議論するオンライン・イベントを開催。

 米国側からスタートアップ企業２社、日本側から米
系スタートアップ企業等とのオープンイノベーション
に取組んでいる２社がパネリストとして参加。各社
が展開しているロボティクス事業についてプレゼン
テーション。

 ロボットの開発・事業、技術面の動向、パンデミック
の影響、及びそれに付随する労働力不足や労働力
移動への対応（ロボットによる単純労働の代替）、AI
の導入により期待される高機能化等について議論。

ウェビナー “The Rise of Robots During COVID-19; US-Japan Links”

【ボストン総領事館】
74

 新型コロナウイルス感染症のまん延もあり、顧客側
にロボットを受容する動きや活用のために投資をす
る傾向が見られるなど、ロボットの開発・事業が今
後大きく発展する可能性があることを、製造業、
ハードウェア、メディカル・医薬・バイオテクノロジー
など様々な産業分野の参加者に対し発信すると同
時に、日米のロボティクス事業の企業事例をPRす
ることができた。

 ディスカッションにおいても、日系スタートアップ企業
の米国での事業展開や日本市場への参入につい
ての質問といった、今後の日米のビジネス発展につ
ながる発言があるなど、日米間のオープンイノベー
ションへの関心の高さが伺えた。また、IOTやAI等の
他の技術との組み合わせによる進化等、今後の新
たな可能性を示すことができた。

イベントフライヤー

紹介された技術①
（Ava Robotics社）

紹介された技術②
（Ubiros社）

紹介された技術③
（ソフトバンク・

ロボティクス社）

紹介された技術④
（三菱エレクトリック・
オートメーション社）

（注）本事業はグラスルーツからの日米経済強化プロジェクト予算による事業ではないが、案件の趣旨・目的はグラスルーツに合致するもの。



 実施日時：2022年2月17日（木）
 実施場所：オンライン形式（Remoアプリ上で配信）
 訴求対象：日米における起業家、企業、投資家など

のイノベーション関係者
 開催規模：約100名

75

Japan Innovation Nightの開催
【ボストン総領事館】

日時等

概要

効果

 在ボストン日本国総領事館がサテライト・ブースを
運営するケンブリッジ・イノベーション・センター
（CIC）ジャパンデスクおよびJETROとの共催により、
日米の医療技術の開発や医療に関する法規制の
紹介を行うとともに、CICジャパンデスクのプログラ
ムに参加するスタートアップ企業が自社商品やサー
ビスをプレゼンするピッチイベントを開催した。

 医療技術の紹介では、主に高齢化問題に焦点を当
て、老化現象の最新の研究内容や高齢者施設等で
使われるビデオチャットサービスやケアロボットの紹
介が行われた。

 ピッチイベントでは、日本のスタートアップ企業10社
が各社の医療技術・サービスに関するプレゼンを行
い、ボストンの専門家によるフィードバックを受けた。

 医療における先端的技術の活用事例の紹介および
スタートアップ企業のサービスの紹介を通じ、この分
野における日本企業のプレゼンス、日本企業とのコ
ラボレーションの魅力を、ボストンの起業家、投資家
など、イノベーション創出に関わる関係者に広くア
ピールすることができた。

 新しい資本主義が推進するデジタルトランスフォー
メーションをはじめとした民間イノベーションについ
て議論を深める契機となった。

 また、ネットワーキングイベントでは、Remoアプリの
バーチャルスペースを通じて、日米の参加者が、各
コミュニティスペースを移動して、連絡先交換などが
積極的に行われるなど、今後のビジネス活動の発
展が期待される。

イベントフライヤー

参加企業の様子①

参加企業の様子②

ネットワーキングの
様子①

ネットワーキング
の様子②

（注）本事業はグラスルーツからの日米経済強化プロジェクト予算による事業ではないが、案件の趣旨・目的はグラスルーツに合致するもの。
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 実施日時：2021年11月18日（木）
※動画公開は2022年1月25日

 実施場所：在ホノルル日本国総領事館 総領事公邸
 訴求対象：在ホノルル総管轄地域の米国人
 YouTube視聴回数：約700回（2月20日時点、動画公開から

約１ヶ月）

76

日時等

概要

効果

 試食イベント：ハワイで活躍するインフルエンサー（3
名）を招待し、公邸料理人がハワイの日系企業（サ
ンヌードル、アロハ豆腐、islander sake brewery）の
食材を活用した和食料理を振る舞った。日系企業支
援とともに、新しいスタイルの和食を提案することに
より、和食の魅力再発見にも繋げた。

 動画作成：試食イベントの様子に加えて、日系企業
の工場や社長の想いも取り入れた動画を作成し、ホ
ノルル総領事館のYouTubeで発信した。

 情報発信：作成した動画をハワイのメディアやホノル
ル総のSNS（Twitter・Facebook）を通して積極的に発
信し、多くの人にリーチできるよう対外発信を強化。
さらにインフルエンサーから日本企業の製品やそれ
らを活用した和食を各自のSNSで情報発信を行うこ
とで、より一層幅広い層にリーチを行う。

 YouTubeでは、動画公開から約1ヶ月で、約700回（2
月20日時点）の視聴回数を得られ、広く日本企業支
援や、和食文化を広める機会となった。

 参加したインフルエンサーの3名が、今回のイベント
およびYouTubeについて合計14ポストを投稿し、日
本食及び日系企業の認知拡大につながった。

 ホノルル総のFacebookで今回の取り組みを紹介し
たところ、約10,000人にリーチし、約900のエンゲー
ジメントを得た。

日本企業の活動支援「日本食プロモーションイベント」

【ホノルル総領事館】

写真④

（概要に関連し
た写真。当日
の様子など）

当日の様子①

当日の様子②

日本食の様子

SNS発信①

SNS発信②
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 実施日時：2021年7月23日（金）
 実施場所：アイダホ州ボイシー市

Jack’s Urban Meeting Place（JUMP）
 訴求対象：アイダホ州及びボイシー市要人、

地元市民
 開催規模：5,000名（主催者報告）

77

アイダホ州都における東京五輪日本祭・ビジネス交流会
「Japan JUMPs into Boise」 【ポートランド領事事務所】

日時等

概要

効果

 東京五輪開会式当日、アイダホ州都ボイシー市の
イベント施設にて日本祭を開催。地元テレビ局に
よる会場中継が五輪開会式とともにテレビ放映さ
れ、会場の屋外大画面にも投影された。

 午前中には屋内ホールにて市長 や 州議会議員等
を招いた日米ビジネス交流会を開催し、日系企業
（日立ハイテク等）からアイダホ州での活動状況に
ついて紹介した。2019年のJALD（日系人訪日プロ
グ ラ ム ） 参加者が全米から集まり同招へいプログ
ラムを紹介。ミニドカ日系人収容所の展示コー
ナーも設置した。

 ステージでは和太鼓や剣道が披露され、書道や折
り紙体験、子供向けに運動会形式のミニスポーツ
（表彰台を設置）を実施。

 在ボイシー名誉領事より事業実施にあたっての調
整に関して協力を得た。

イベント後には、日本への投資相談に加え、紹介し
た成田市（輸出促進PRのため参加希望あり）との
経済対話、ボイシー州立大学での日米産学連携
研究の相談等具体的な対話が開始されている。

州上院議員、州商務長官、ボイシー市長等が参加。
会場はイベント終了まで盛況となり、日本とアイダ

ホ州の経済関係の重要性についてコメントした滋
賀事務所所長のインタビュー映像もテレビ放映
（KTVB：アイダホ州のテレビ局）された。

会場の様子①
2021年7月19日
Idahopressより

会場の様子⑤
2021年7月19日
Idahopressより

会場の様子②

会場の様子③

会場の様子④
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 実施日時：2021年10月28日（木）（セミナー）
2022年１月27日（木）（商談会）

 実施場所：オンライン
 訴求対象：米国へ日本酒輸出を期待する酒蔵、卸
 開催規模：セミナー：70名、商談会：酒蔵等5社＋イ

ンポーター5社

日時等

概要

効果

 国税庁酒税課と協力し、日本産酒類輸出促進コン
ソーシアムの会員企業に対して、米国における日本
酒を巡る状況のセミナー及び商談会を企画。

 本セミナーでは、在ポートランド領事事務所と日本
酒の魅力発信活動を行う「酒サムライ」（Marcus
Pakiser氏）が日本語での対談を行い、米国内小売
りやレストランでの日本酒販売状況や売れ行き商
品、トレンドを紹介。

 商談会は、1対1の個別商談の形式ではなく、酒蔵
等5社（山梨、長野、新潟、岩手）が自社商品をイン
ポーターに対し順にプレゼンし、イベント後にイン
ポーター側から関心のある酒蔵に連絡するピッチ方
式で実施。

セミナーでは、参加者から、パンデミックの影響で現
地出張が困難な中、米国内小売や外食店の現状や、
コンテナ遅延の影響など直近の様子を聞くことがで
きた等の好意的な評価があった他、これまで参加し
た日本酒関係のセミナーで最も手応えがあったとの
コメントを得た。

商談会では、他酒蔵のプレゼンを「横」で聴くことが
刺激になり、今後の売り込みの参考にできたとの反
応があった。イベントに参加したインポーター各社と
も、イベント後の商談が進み、日本産酒類の輸出促
進に貢献するイベントとなった。

セミナー”日本酒in USA”及び商談会”日本酒Pitch & Match”

【ポートランド領事事務所】

（セミナー案内）

（商談会案内）

セミナーの様子②

セミナーの様子①

（注）本事業はグラスルーツからの日米経済強化プロジェクト予算による事業ではないが、案件の趣旨・目的はグラスルーツに合致するもの。
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 実施日時：2022年1月26日（水）
 実施場所：オンライン
 訴求対象：国際交流を検討中の日本の自治体や大

学関係者
 開催規模：日本側15名、ボイシー市側9名

日時等

概要

効果

 全米で人口増加率の最も高い州の一つであるアイ
ダホ州の州都ボイシー市の魅力について、新たな
国際交流を検討中の我が国自治体や大学関係者
に紹介するイベントを開催。

 ポートランド領事事務所、ボイシー市役所、ボイシー
州立大学が日本語の座談会形式でボイシー市を紹
介。相手方の顔が見えることで相互コンタクトを取り
やすいイベントとなるよう工夫。

 日本語話者の大学教授のほか、ＪＥＴ参加者やＪＥＴ
参加希望者など、同市で日本語に取り組む若者も
参加し、ボイシー市の親日的な雰囲気を日本側に
アピールした。

 外務省が発行するグローカル通信に本件イベント
案内を掲載し、日本国内へも広く発信。

日本からは市長や市議会議員の参加もあり、イベン
トを通じて顔を合わせた参加者同士で、留学生交換
に関する覚書、大学活動のより詳細な情報交換、将
来的な姉妹都市提携も見据えたオンラインでの学
生交流についての相談が開始されている。

本イベントを知ったアイダホ州他都市からも在ボイ
シー名誉領事宛に同様の取り組みができないか相
談が接到するなど、今後に繋がる取組となった。

アイダホ州都紹介「ポテトチップからマイクロチップまで」

【ポートランド領事事務所】

（セミナー案内）

（ＪＥＴ参加者による
アイダホ日本祭り

の紹介）

（アイダホ主要企業の
紹介）

（アイダホの人口
増加率を紹介）

（注）本事業はグラスルーツからの日米経済強化プロジェクト予算による事業ではないが、案件の趣旨・目的はグラスルーツに合致するもの。
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 実施日時：2022年3月16日（水）
 実施場所：オンライン
 訴求対象：ポートランド市計画・持続可能性政策局、

大学及びＮＰＯ等、高齢社会問題に携わる米国市民
 開催規模：100名

80

日時等

概要

効果

 東京大学高齢社会総合研究機構の秋山弘子名誉
教授を講師に招き、講演とパネルディスカッションを
実施。

 講演では、同機構が千葉県の柏豊四季台で取り組
む長寿社会の街作りについて紹介。高齢者の地域
活動をサポートしつつ労働力不足の解消を図るウェ
ブ・プラットフォームや、パワースーツの活用事例な
ど、デジタル技術を用いて課題解決を図るというデ
ジタル田園都市国家構想に資する具体例を紹介。

 現地老年学学者（ポートランド州立大学名誉教授）と
ポートランド市役所の高齢社会対応型街作りを担う
プログラムマネジャーがパネリストとして参加。

 現地大学及び市役所関係者とイベント企画段階か
ら協力を重ね、通常の文化行事等に参加したことの
ない層や、高齢社会問題に関心を有する幅広い層
へ訴求することができた。ハワイ等他州からの参加
もあった。

 日本の高齢社会の状況と技術を使った課題解決状
況について学べる有意義な機会であったとの評価
が得られた。

 ポートランド市役所及び州立大学から、ポートランド
の街作りと日本のデジタル技術を相互に活かす契
機にしたいとの意見が寄せられた。

講演の様子①

シニア世代の技術と
ニーズをマッチさせ

る実証事業

イベントフライヤー

講演の様子②

Lessons from a Super-Aging Society 
Japan’s Smart Approach to the “100-year Life” シンポジウム

【ポートランド領事事務所】
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 実施日時：2021年7月20日（火）
 実施場所：フロリダ州フォートローダーデール市
 訴求対象：南フロリダ在住の米国人
 開催規模：100名程度

日時等

概要

効果

 フォートローダーデール市国際姉妹都市委員会
の主催により、東京オリンピック・パラリンピック
競技大会開催をお祝いすることを目的として開
催されたレセプションであり、マイアミ総領事館関
係者も参加。

 コロナ禍ではあったが、東京大会開催を祝うため
に、多くの関係者が参加した。また、特別ゲストと
して、米国代表として東京パラリンピック大会の
水泳競技に出場することが決まっていたアバス・
カリミ選手が出席し、挨拶を行った。

 南フロリダを中心に活躍する「府州太鼓」による
太鼓演奏が行われ、会場は大いに盛り上がりを
見せた。また、マイアミ総領事館としては、当地
の人々にPRするため、日本酒の提供を行うとと
もに、日本文化である鑑割りも行った。

 フォートローダーデール市のデール・ホルネス市
議会議員（当時）も出席し、日本と米国（南フロリ
ダ）における有力者とのつながりを強化すること
につなげることが出来た。

 府州太鼓の演奏により、会場の人々に日本文化
である太鼓の魅力を伝えることが出来た。

 複数のメディアにも取り上げられ、東京オリンピッ
ク・パラリンピック競技大会の開催について、南
フロリダの人々を中心に広報を行う契機となった。

写真②

（概要に関連し
た写真。当日
の様子など）

東京オリンピック・パラリンピック大会開催前レセプション

【マイアミ総領事館】

写真③

（概要に関連し
た写真。当日
の様子など）

写真④

（概要に関連し
た写真。当日
の様子など）
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（注）本事業はグラスルーツからの日米経済強化プロジェクト予算による事業ではないが、案件の趣旨・目的はグラスルーツに合致するもの。

デール・ホルネス市議会議員
（当時）と足立総領事代理



 実施日時：2021年9月25日（土）
 実施場所：フロリダ州タラハシー市
 訴求対象：北フロリダ地域の米国人
 開催規模：12,500人

日時等

概要

効果

 エクスペリエンス・アジアは例年、Asian Coalition
of Tallahasseeが主催しており、今回で17回目を
迎えた。アジア各国の人々による特設ステージ
でのパフォーマンスやブース展示等が行われ、
中井総領事が出席し、挨拶を行った。

 二つの舞台でアジア各地域の踊りなどが紹介さ
れた他、日本代表としてフロリダのディズニー
ワールドでもパフォーマンスを行っている「祭座」
による演奏が行われ、会場は大いに盛り上がり
を見せた。

 また、日本文化を紹介するブースでは書道の名
前書きや七夕飾りなどを実施した。

 お祭り当日は、地元のテレビ局においてお祭り
開催について放映があったこともあり、まだ新型
コロナウイルス感染症が流行している状況の中、
12,500人もの来場者があった。

 日本ブースへの来訪者については例年以上の
数となり、フロリダ州の人々の日本文化に対する
高い関心を集めることが出来た。

 日本ブースでは、日本語を学習する学生ボラン
ティアが手伝ってくれるなど地域との交流が生ま
れ、多くの人々に日本文化に触れてもらうとても
良い機会となった。

 当日の写真をマイアミ総領事館のSNSに投稿し、
多くのフォロワー等に閲覧してもらうことができた。

写真①

（日時等に関
連した写真。
事前告知フラ
イヤーなど）

写真②

（概要に関連し
た写真。当日
の様子など）

エクスペリエンス・アジアにおける日本文化紹介

【マイアミ総領事館】
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中井総領事より挨拶



リック・クライスマン市長と
中井総領事

 実施日時：2021年10月14日（木）
 実施場所：フロリダ州セント・ピーターズバーグ市
 訴求対象：セント・ピーターズバーグ市民
 開催規模：150名程度

日時等

概要

効果

 香川県高松市とフロリダ州セント・ピーターズ
バーグ市は、1961年に姉妹都市提携をして以来、
毎年活発な交流を続けており、2021年には提携
60周年を迎え、セント・ピーターズバーグ市で開
催された同式典に中井総領事が出席した。

 セント・ピーターズバーグ市のリック・クライスマ
ン市長とともに、60周年を記念するプレートの除
幕式を行い、その後、同市議会に招かれ、日米
友好関係において活発な姉妹都市交流が果た
してきた重要性等について演説を行った。

 セント・ピーターズバーグ市のリック・クライスマン
市長との間で、日本とセント・ピーターズバーグ
市の関係強化について意見交換を行い、今後
の両市における姉妹都市交流の更なる発展に
ついて各種議論を交わす契機となった。

 当日の中井総領事との式典及びその後の様子
についてTwitterでフォロワーを23,000以上有す
るリック・クライスマン市長がツイートを行い、多く
の同市の市民及び同市長のTwitterのフォロ
ワーに対し、高松市との姉妹都市提携について
広報することに役立った。

姉妹都市提携60周年記念式典（高松市-セント・ピーターズバーグ市）

【マイアミ総領事館】
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菅井防衛駐在官

中井総領事

ジェイムス・ディー・ケリー氏
（前在日米軍司令官）

 実施日時：2021年10月23日（土）
 実施場所：フロリダ州ペンサコーラ市
 訴求対象：在日米軍在勤経験を有する米軍関係

者及びその家族等
 開催規模：100名程度

日時等

概要

効果

 ペンサコーラ市は大きな都市ではないものの、
地理的条件等から軍事基地が多く、日本駐留
経験のある軍関係者が多く在住している。例年、
在日米軍経験者とのネットワーク構築・強化事
業として、ペンサコーラ市を中心に活動している
北西フロリダ日米協会主催、米国笹川平和財団、
全米日米協会連合会及びマイアミ総領事館が
協力の下で実施している。

 本年の式典では、前在日米軍司令官ジェイム
ス・ディー・ケリー氏、在米国日本大使館防衛駐
在官、中井総領事より基調講演が行われた。

 最後に、全米日米協会連合会会長のピーター・
ケリー氏より、閉会の挨拶が行われた。

 ペンサコーラの地域では、軍関係者含む多くの
関係者が同式典開催に積極的に協力をしてお
り、毎年継続的に開催することで、こうした協力
関係そのものが、同地域に在住する日本人と在
日米軍関係者との交流促進につながっている。

 当日の様子をSNSへ投稿することで、マイアミ総
領事館のフォロワー含め、在日米軍経験者との
交流事業についてより多くの認知につながった。

在日米軍経験者とのネットワーク構築・強化事業（JUMP）

【マイアミ総領事館】
84

（注）本事業はグラスルーツからの日米経済強化プロジェクト予算による事業ではないが、案件の趣旨・目的はグラスルーツに合致するもの。



 実施日時：2021年11月7日（日） 11時～17時
 実施場所：フロリダ州キシミー市
 訴求対象：中央フロリダ地域の米国人
 開催規模：約9,000人

85

日時等

概要

効果

 オープニングでは、オーランド太鼓道場や祭座などで構
成された総勢約100名による太鼓パフォーマンスが実
施され、多くの来場者が同パフォーマンスの迫力に魅
了された。

 中井総領事が挨拶を行い、主催者であるオーランド日
本人会と同祭のスポンサーとなっているフロリダを拠点
に営業を行う日系企業（Classic MAZDA ORLANDO、
MITSUBISHI POWER 、 TACHIBANA-YA 、 ACT
America）などに対し感謝の言葉を伝えた。

 その後も、ステージ上では日本舞踊、空手、琴などのパ
フォーマンスの披露、また、メインイベントとしてコスプレ
コンテストが行われ、会場からは各コスプレイヤーに対
し、大きな拍手が起こっていた。

 昨年は新型コロナウィルス感染症の影響によりオンライ
ンでの実施となったが、今年は感染状況等を踏まえ、
関係者の協力に基づき、しっかりと感染予防策を講じた
うえで現場での実施が可能となった。

地元メディアへのプレスリリース等により、5件のメディ
アにおいて、オーランド日本祭開催に関する情報発信
を行うことが出来た。また、同祭を実施した地域をカ
バーするケーブルテレビ局（月間視聴数610,778人）に
おいて、当日夜にお祭り時の映像が放映されるなど、
大きな反響があった。

スポンサーの日系企業からは、日本に関心を抱く来場
者にアピールする機会となり、その結果、自社のＳＮＳ
のフォロワー数、エンゲージメント数及び閲覧数の増加
につながり、企業の認知度及びイメージ向上に繋がっ
たとの話があった。

新型コロナの影響がまだ残る状況の中、例年と同等も
しくはそれを上回る約9,000人の来場者があり、日本及
び日系企業をPRするとても良い機会となった。

主催者の話では、日本食ブース（ラーメン、牛丼、かき
氷、たい焼き等）の売り上げが例年の1.5倍から2倍以
上となり、日本食の認知度向上及び普及等に貢献した。

写真②

（概要に関連し
た写真。当日
の様子など）

オーランド日本祭2021

【マイアミ総領事館】
85



 実施日時：2021年12月1日（水）
 実施場所：フロリダ州マイアミ市
 訴求対象：フロリダ国際大学日本関係クラス及び

プログラム関係者
 開催規模：15名程度

日時等

概要

効果

 フロリダ国際大学公共問題学部現代語学科の
日本語コースに対する国際交流基金からの助成
金贈呈式が行われ、中井総領事が出席した。

 中井総領事から挨拶を行った後、国際交流基金
より送付のあった小切手のパネルを、スクロミ・
ディナー国際公共問題学部副学長へ渡すセレモ
ニーを実施。

 その後、出席者のスクロミ・ディナー国際公共問
題学部副学長、パスカル・ベセル現代語学部長、
スティーブン・ハインアジアン研究部長より挨拶
が行われ、国際交流基金からの日本語コースに
対する助成金への感謝の意が伝えられた。

フロリダ国際大学は、20年以上前から日本語ク
ラスをスタートした。関係者の話では、当初の日
本語クラスの学生数は20名程度だったが、日本
語クラスを教えている日本人講師の努力により
着実に受講者数は増加し、現在では400人以上
の生徒が日本語クラスや日本に関連した文化の
クラスを受講しており、今回の国際交流基金から
の助成金により、更なる日本語受講者の増加に
つながることが期待できる。

式典の様子をマイアミ総領事館のＳＮＳに投稿し
たところ、多くのシェアーやコメントがあり、大きな
反響があった。

フロリダ国際大学の日本語プログラムへの助成金贈呈式
【マイアミ総領事館】

写真④

（概要に関連し
た写真。当日
の様子など）
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（注）本事業はグラスルーツからの日米経済強化プロジェクト予算による事業ではないが、案件の趣旨・目的はグラスルーツに合致するもの。

中井総領事

スクロミ・ディナー
国際公共問題学部副学長

パスカル・ベセル
現代語学部長

スティーブン・ハイン
アジアン研究部長

小切手のパネルを手渡す
様子



 実施日時：2022年1月22日（土）
 実施場所：フロリダ州ペンサコーラ市
 訴求対象：北西フロリダの市民
 開催規模：200名程度

日時等

概要

効果

 北西フロリダ日米協会が主催する新年恒例
の行事であり、マイアミ総領事館からも例年
幹部が出席し挨拶等を行っている。

 昨年は新型コロナの感染拡大の影響により、
オンラインによるビデオ配信となったが、今年
は感染状況を踏まえ、現地で実施が可能と
なった。

 冒頭、北西フロリダ日米協会会長のビル・
キューリック氏より歓迎の挨拶が行われた後、
中井総領事が挨拶を行った。

 その後、舞台上では「祭座」による太鼓演奏
が複数回実施され、会場では文化品の展示
や日本食の販売等が実施された。

 同新年会はフロリダ州北西部における日米の
草の根交流を行う貴重な場となっており、マイ
アミ総領事館からは遠方に位置する場所であ
るが、マイアミ総領事館が毎年継続的に出席
を行うことで、北西フロリダ地域における日本
のプレゼンス強化に貢献することができた。

 新年会当日の写真をマイアミ総領事館のSNS
に投稿し、多くのフォロワー等に閲覧してもら
うことができた。

北西フロリダ日米協会主催によるペンサコーラ新年会

【マイアミ総領事館】
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（注）本事業はグラスルーツからの日米経済強化プロジェクト予算による事業ではないが、案件の趣旨・目的はグラスルーツに合致するもの。

中井総領事より挨拶



 実施日時：2021年4月30日（金）
 実施場所：オンラインでのリリース
 訴求対象：ロサンゼルス総領事館管轄地域の若

手層を中心とした米国人
 開催規模：YouTube視聴回数485回（2022年6月1日

時点)
テラサキ武道館

88

日時等

概要

効果

 2028年のオリンピック開催地であるロサンゼルス
において、東京2020大会開会3カ月前の時宜を
得て、「スポーツを通じてつながる日系コミュニ
ティとロサンゼルス」をテーマとしたプロモーショ
ンビデオを作成。

 2020年10月にリトル東京に完成した複合スポー
ツ施設である「テラサキ武道館」との共催事業。

 ビデオには、2028年ロサンゼルス五輪組織委員
会ケイシー・ワッサーマン会長や、1984年ロサン
ゼルス五輪の収益によって運営されているLA84
財団のレナータ・シムリル会長に加え、東京2020
大会の空手米国代表である國米櫻選手、日系４
世バスケットボールチーム等の若手アスリートも
出演した。

 LA28組織委員会やLA84財団のウェブサイト及
びSNSでも拡散されたことで、幅広い視聴者層に
オリンピック開催地としての東京とロサンゼルス
の共通項を発信でき、対日理解の深化及び中長
期的なインバウンド促進に貢献した。

 ロサンゼルスにおける日系人社会の新たな誇り
とも言えるランドマークである「テラサキ武道館」
との共催にて、若年層をターゲットとしたビデオ
を作成することで、経済的な観点からも日米関
係強化への貢献が期待される若年層の親日派・
知日派育成の機会となった。

日系コミュニティと連携した東京2020PRビデオの作成及び発信
【ロサンゼルス総領事館】

88

ケイシー・ワッサーマン

ロサンゼルス五輪組織
委員会会長

レナータ・シムリル
LA84財団会長

東京2020大会空手
米国代表の國米選手



 実施日時：2021年10月24日（日）
 実施場所：ジャパンハウス（ロサンゼルス市）
 訴求対象：カリフォルニア州ロサンゼルス地域映

画関係者
 開催規模：48名

ロサンゼルス総領事

89

日時等

概要

効果

 アニメ映画祭“Animation is film festival”の機会
をとらえて、ロサンゼルス総領事、ジャパンハウ
スロサンゼルス館長より日本アニメーション及び
日本文化の素晴らしさを紹介した。

 米国人映画評論家レオナード・マルティン氏とア
ニメ映画監督細田守氏によるトークセッションを
実施。本映画「BELLE」のルーツとなっている
ウォルトディズニーの「美女と野獣」をトピックに
上げ、日米間の繋がりや、米国人と日本人の観
客の違い、監督自身の哲学など、日本映画の理
解促進に繋がる内容となった。

 トークセッション後にはハリウッドの映画関係者
との関係構築を図るレセプションを実施した。

通常であればハリウッド映画関係者へ直接アプ
ローチすることは、ハードルが高いことであるが、
本イベント及びレセプションを通して、監督及び
日本映画をプロモートし意見交換の場を創出、
日本映画界の経済を盛り上げるアカデミー賞獲
得（来年3月）に向けた取り組みのサポートのオ
ファーがあるなど有意義な機会となった。

参加者からは、「実際に監督に会い、本人から
映画・アニメに対する考えやこれからの展望を聞
き、これからより注目していきたい」、「日本のコ
ンテンツの面白さを感じることができた」等、高い
関心が寄せられ、日本のコンテンツビジネスを
浸透させる好機となった。

Animation is film festivalの場を活用した日本映画の理解促進
【ロサンゼルス総領事館】
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ジャパンハウス海部館長

レオナード・マルティン氏
と細田守氏の

トークセッション

レセプション



 実施日時：2022年1月～3月
 実施場所：オンライン
 訴求対象：ロサンゼルス総領事館管轄地域の米

国人（総領事館ウェブサイトやSNS等での発信、総
領事館主催イベント等での上映）

 YouTube視聴回数：507回（2022年6月18日時点）

日時等

概要

効果

 新型コロナウイルス感染症により、新規顧客の獲得
や米国企業との新たなネットワーキング、政府・企
業関係者とのコンタクトで一層の困難に直面してい
る日系企業に、在ロサンゼルス総領事館と連携した
企業PR機会を創出し、同時に日本の先進的分野を
示すビデオを制作。

 5つのテーマ（「気候変動」、「デジタル＆スタートアッ
プ」、「ダイバーシティ」、「SDGs」、「メタバース」）に
焦点を当てた取り組みを簡潔に紹介する新しい動
画を制作。

 SNS等を通じた一般米国人へのPRの他、総領事館
で実施する会食の前後におけるビデオの投影を通
じて日系企業の技術力やビジョンを共有し、関連企
業や政府関係者との新たな案件形成を支援。

 在米日系企業15社によって設立された日本水素
フォーラム（JH2F）を取り上げ、南カリフォルニアで
の日系企業の活動事業、貢献等を米国企業、加州
副知事含む政府高官へ周知。他州（ノースダコダ州、
ハワイ州）からも技術協力要請や意見交換の依頼
を受けるなど企業活動の発信に大きく寄与。

 2022年2月に新たに登記を行ったデジタルインフラ
技術を有する日系企業の取り組みを紹介することを
通じてロサンゼルス市交通局との新たなビジネス
マッチングに寄与。その後、具体的な実証実験の案
件形成に。

日系企業PRビデオ制作
【ロサンゼルス総領事館】
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撮影の様子

制作ビデオ（一部）



 実施日時：2022年2月10日（木）
 実施場所：アリゾナ州フェニックス市アリゾナ州立大

学サンダーバード国際経営学院
 訴求対象：在ロサンゼルス総領事館管轄地域の米

系・日系ビジネス関係者、政府・経済団体関係者等
 開催規模：当日40名が対面で参加（約130名がオン

ライン参加）

マーク・ケリー連邦上院議員

91

日時等

概要

効果

 「半導体セキュリティとサプライチェーンにおけるアリ
ゾナの役割の拡大～グローバルな投資と日本から
の視点～」と題したラウンドテーブルを実施し、全米
において半導体サプライチェーンのハブとして成長
しつつあるアリゾナ州の重要性と関連分野で活躍す
る進出日系企業の活動を紹介。

 マーク・ケリー連邦上院議員からビデオメッセージ
の提供のほか、フェニックス市長等の政府要人が
参加し、半導体産業における日本との今後の協力
可能性について期待を述べた。

 企業関係者では米側からインテル、日本側から住
友ケミカルやJX金属等の企業関係者が半導体産業
における日米連携やアリゾナのビジネスの魅力を紹
介。

 世界的に半導体のセキュリティやサプライチェーン
のレジリエンスの見直しが議論される中で、日米首
脳間でも合意された半導体分野における日米協力
の重要性をアリゾナで発信することができた。

 本取組を毎年恒例のプラットフォームとすることで
フェニックス市長及びサンダーバード学院学長から
合意を得られた。

 イベント前後に実施したフェニックス市長と武藤ロサ
ンゼルス総領事のバイ会談でも日・アリゾナ関係を
強化していくことで合意した。

 イベントの模様はYouTubeにアーカイブ動画をアップ
ロードし、約140回再生を記録（2022年6月時点）。
https://www.youtube.com/watch?v=WszuMwYpM50

写真②

（概要に関連し
た写真。当日
の様子など）

アリゾナ州における日系企業の貢献の周知
【ロサンゼルス総領事館】
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カグラム・サンダーバード
国際経営学院学長

ガイエゴ・フェニックス市長
との面会

イベント会場の様子

日系企業プレゼン



 実施日時：2022年3月7日（月）、8日（火）
 実施場所：カリフォルニア州サンタモニカ
 訴求対象：宇宙関係研究者、企業関係者等
 開催規模：第1部（7日）（会場約50名、オンライン約90

名）、第2部（8日）（会場約30名、オンライン約80名）

日時等

概要

効果

 ランド研究所（本部：サンタモニカ）において、日米間の
宇宙科学・開発分野での協力の可能性について、研究
者、企業関係者を交えた意見交換を行った。サンタモニ
カの会場では対面で対談を行い、一部スピーカーは日
本からオンラインで参加するとともに、オンラインでも視
聴できるハイブリッド形式で実施した。

 第1部（7日）では、武藤顕ロサンゼルス総領事及び海部
優子ジャパンハウス・ロサンゼルス館長から挨拶。Dr.
David Kipping コロンビア大学助教授が「月面着陸計画
及び2050に向けた宇宙開発、科学の学校教育の役割」
について講演を行った。

 第2部（8日）では、石井康夫JAXA理事が、「宇宙経済と
日米宇宙分野の役割：衛星データの活用」について講
演を行った。

 プレゼンターの中ノ瀬ＧＩＴＡＩ社CEOは、自社製品が国際
宇宙ステーションに多く搭載されているほか、2020年代
半ばの月探査を目指すアルテミス・ミッションへの搭載も
予定されている旨述べ、また、ウォーデン元NASAエイム
ズ研究センター所長は、ブレイクスルー・スターショット
（光速の約20％まで加速できる技術を開発し、2100年ま
でにセンサーや通信機器の小型パッケージをアルファケ
ンタウリ星系に届けることを可能にする取り組み）につい
て説明し、参加者から多数の質問が寄せられるなど活
発な議論が行われた。

 プレゼンターとして出席したアーサーYouTubeチャン
ネルプロデューサーが本件セミナーを発信した動画

（https://www.youtube.com/watch?v=nPWuS6Ts41E）において、

113,551回（4月19日時点）の視聴を獲得し広く発信
することができた。

 本セミナーの実施により、米国と日本の宇宙科学、開発
分野について専門知識を共有し今後の連携に繋がる結
果が期待できる。

宇宙分野における日米協力に関するセミナー（ランド研究所）

【ロサンゼルス総領事館】
92

武藤総領事の挨拶

会場の様子（７日）

石井JAXA理事

ランドHPや共催のジャパン・
ハウスTｗｉｔｔｅｒ等で広く発信

https://www.youtube.com/watch?v=nPWuS6Ts41E


 実施日時：2022年3月11日（金）、3月18日（金）、3月
25（金）、3月31日（木）

 実施場所：オンライン
 訴求対象：日本語を学ぶ高校生
 開催規模：13校52名

日時等

概要

効果

 ジャパン・ボウルは、 ワシントンDC日米協会が1992
年に設立した日本語・日本文化の知識を競う大会で、
米国をはじめとした諸外国において日本語学習者
（高校生）が参加して行われる。

 米国各地ではワシントンDCで開催される全国大会
を目指す地域大会が行われるが、本年は、昨年度
に続き、新型コロナウイルス感染症の影響で、現地
での大会が中止となった。そのため、3月に週1回、
日本語勉強会（オンライン）を実施、最終週の31日
には日本文化を紹介するカルチュラルデイが開催さ
れた。

 カルチュラルデイでは、総領事挨拶を始めとし、Neo
Japaneseという和楽器を使用した音楽パフォーマン
スグループによる演奏と楽器の解説、料理家の
Yumi Komatsudaira先生によるおにぎりのワーク
ショップが行われた。

 参加者からは、「普段一人で勉強するよりも、日本
のことを深く知ることができ、日本や日本語を勉強
するモチベーションが高まった」というポジティブな
意見が集まった。

 日本への旅行、留学や仕事を希望する学生が多く、
継続的に日本について学び、将来的にビジネス、学
術、芸術、公共サービス等を通して日本との繋がり
を望む声が挙がり、若年層の知日派・親日派育成
及び日本に対する関心・理解の深化に大きく貢献し
た。

 開催後に、日米協会のSNSアカウントで当日の様子
をまとめた動画を配信し、日米関係を強化する役割
を担う学生に対し広く発信できた。

写真①

（日時等に関
連した写真。
事前告知フラ
イヤーなど）

写真⑥

（効果に関連し
た写真。SNS反
響など）

ジャパン・ボウル・オブ・カリフォルニア
【ロサンゼルス総領事館】

写真③

（概要に関連し
た写真。当日
の様子など）
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 実施日時：2022年3月14日（月）
 実施場所：ジャパンハウスロサンゼルス
 訴求対象：米系レストラン・バー等のビジネス関係

者、メディア、エンタメ関係者等
 開催規模：40名

日時等

概要

効果

 焼酎や泡盛の需要を喚起し、輸出促進のきっかけ
とするため、現地の飲食業界関係者等にPRするた
めのレセプションを実施。

 焼酎メーカーや日系食品卸、焼酎を製造する現地
米系レストラン等がブースを設け、参加者に商品紹
介や焼酎や泡盛についての説明や試飲を行うとと
もに、ビジネスマッチングが行われた。

 焼酎・泡盛に関するレクチャーを行うとともに、米国
人から見た焼酎・泡盛の魅力が伝わるよう、現地で
焼酎・泡盛の販売に関わる米国人によるトークセッ
ションを行った。

 来場者が焼酎についてより深く理解できるよう、奄
美黒糖焼酎組合と連携し、組合員4社とオンライン
中継を行った。

 参加者には地元有力テレビ局のレポーターや東京
オリンピック出場者、インフルエンサーも含まれてお
り、強い影響力を持つ参加者にも焼酎・泡盛のPR
を実施することができた。

 奄美黒糖焼酎組合によるオンライン中継では、仕
込みの様子や周辺の豊かな自然環境を映したほか、
ブースでは焼酎を使ったカクテルも提供され、焼酎・
泡盛の持つ多様な魅力を発信することができた。

 本イベントにより、普段あまり焼酎を飲まない参加
者に対し、焼酎・泡盛への関心を高めることができ
た。「今後、焼酎・泡盛の購入やビジネスでの取扱
いにつながるか」というアンケートでは、89.5％から
ポジティブな回答を得た。

写真②

（概要に関連し
た写。当日の
様子など）

焼酎＆泡盛レセプションの開催
【ロサンゼルス総領事館】
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 実施日時：2022年3月22日（火）
 実施場所：シティクラブロサンゼルス
 訴求対象：アジア系アメリカ人ビジネス関係者
 開催規模：約50名

日時等

概要

効果

 現地ではアジア系アメリカ人のビジネス関係者の存
在感は投資等の面で存在感は大きいが、米国でビ
ジネスをするにあたってはマイノリティであるアジア
系が一丸となってビジネスの障壁を取り払うなどの
活動を行う必要がある。

 アジア系コミュニティが抱える共通の課題であり、多
くのビジネス関係者が強い関心を寄せるサプライ
チェーンの混乱をテーマとした議論を実施。

 サプライチェーンの混乱の一因となっているロサン
ゼルス港とロングビーチ港の責任者を招待し、現在
の港の状況や背景についての説明を実施。港の混
雑への対処や解決方法について議論を行った。

 FDI（海外直接投資）レポートの取りまとめ等で知ら
れ、現地ビジネス関係者との豊富なネットワークを
持つロサンゼルス世界貿易センターとの連携により、
多くのアジア系ビジネス関係者が参加した。

 交流イベントでは共通の課題に関する議論やネット
ワーキングが行われ、アジア系の連帯の必要性を
醸成することができた。

 ビジネスプラットフォームづくりとそれを通じたビジネ
ス目的での各国・各国企業の連携により、日系企業
の活動を活発化させ、日米経済関係の強化が期待
できる。

写真①

（日時に関連し
た写真。事前
告知フライ
ヤーなど）

アジア系アメリカ人ビジネス関係者の連携を通じた日米経済関係強化
【ロサンゼルス総領事館】
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 実施日時：2022年3月24日（水）
 実施場所：日米文化会館
 訴求対象：ロサンゼルス市及び近郊におけるアフリカ系

及び日系コミュニティの有力者
 開催規模：75名

96

日時等

概要

効果

 カマラ・ハリス副大統領やカレン・バス連邦下院議員を
始めとする有力政治家を多数輩出するロサンゼルスの
アフリカ系コミュニティは米国内での発言力と影響力が
高く、同コミュニティとの関係強化は外交経済活動に不
可欠。在ロサンゼルス総領事館では、2020年10月に ア
フリカ系コミュニティとの関係強化を目的として、日系コ
ミュニティを巻き込んだJapan & Black L.A. Initiative を
立ち上げ。

 本活動の一環として、日・アフリカ系混合のジャズバンド
によるコンサート（国際交流基金共催）と食文化体験レ
セプションを同時開催。

 参加者は、現地におけるジャズを通じた日系とブラック
系の交流の歴史を感じつつ、アフリカ系のソウルフード
及び日系企業の協力により提供された日本食を楽しん
だ。

 参加者は両コミュニティの歴史や今後の更なる交流の
重要性について議論を交わした。

 ニティア・ラマンLA市議の他、LAの公選議員事務所から
の代表者が多く参加。シドニー・カムラジャー加州上院
議員事務所よりイニシアチブに対する表彰状が総領事
及び共催のユナイテッドメソジスト教会のナカガワ牧師
に授与された。

 食や音楽といった多面的な交流を体験する機会の提供
を通じて、両コミュニティ間の交流を促進。

 ラマン市議を始めとするLAにおいて高い影響力を有す
る著名な人物が日系とアフリカ系の両コミュニティの交
流の重要性を語ったことで、参加した日米関係の担い
手となるアフリカ系及び日系コミュニティの有望な若者
らの意識を更に高めることができ、更なる交流の礎とな
るイベントとなった。

Japan & Black L.A. Initiative：日系及びアフリカ系の交流イベント

【ロサンゼルス総領事館】

会場の様子

功労賞授与

レセプションの様子

（注）本事業はグラスルーツからの日米経済強化プロジェクト予算による事業ではないが、案件の趣旨・目的はグラスルーツに合致するもの。
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 実施日時：2022年3月29日（火）
 実施場所：オンライン形式
 訴求対象：主に日系アメリカ人（若手中心）
 開催規模：50名

日時等

概要

効果

 全米組織である全米日系人博物館（JANM）と連携
することによって、日系企業と日系コミュニティとの
連携強化のための相互理解促進を図るオンラインイ
ベントを開催。冒頭、JANMアン・バローズ館長、武
藤ロサンゼルス総領事が挨拶。

 日系企業の進出間もない頃には、日系人コミュニ
ティや有力な日系人が日系企業を支えて来た歴史
やその後日系企業側が、寄付等を通じて日系人コ
ミュニティに利益を還元するという双方向の協力が
あった歴史を振り返り、両者の活動に改めて焦点を
当てる機会を設定。

 世代を経るにつれて日本との関係が希薄にならない
よう継続的な相互の理解・交流促進をはかり、日系
人コミュニティと日系企業の良好な関係構築を企業
の経済活動の基盤を強化。

 本件主催の全米日系人博物館（JANM）は2020年4
月で開館30年を迎えることを踏まえ、関係者に日系
企業と日系人の相互恩恵の歴史を改めて想起させ
ることに繋がり、開催後1ヶ月で同イベント参加者の
希望によりJANM訪問ツアーが企画されるなど継続
的な案件として機能。

 本イベントへも参加した日系4世の若手グループに
ついては新たに在ロサンゼルス総領事館との連携
の下「LA Next Generation Japanese 
American/Yonsei Leaders Initiative」を立ち上げ、若
い世代の日系コミュニティへの日米関係の関心を向
ける取り組みを醸成する機会となった。

 バサラ米日カウンシルCEOなどからも同取り組みへ
の支援を受けており、継続的な日系企業と日系コ
ミュニティとの相互協力を発信する意義は大きいこ
とを改めて認識される場となった。

全米日系人博物館と連携した、日系人との日系企業連携
強化に係る取組 【ロサンゼルス総領事館】
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